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鹿追町当初予算
まちのお金の使いかた令和３年度

　一般会計の当初予算総額は、66 億 3600 万
円で、前年度比 5.4% 減で、３億 7700 万円
減少しました。
　国の令和２年度第３次補正予算に伴う新型
コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付
金を活用した事業費や、ごみの分別収集変更
に伴う十勝圏複合事務組合負担金、鹿追町ゼ
ロカーボンシティ推進戦略事業費などが増加
しましたが、再生可能エネルギー導入・活用
整備事業（２億円）や学童保育所整備事業

（１億 2400 万円）、小型動力ポンプ付水槽車
整備負担金（6100 万円）の完了により減少
したことなどが主な要因となっています。

　６特別会計の当初予算総額は、昨年度当初
予算額と比較し 1.1% 減の 26 億 7745 万円と
なりました。
　国保会計では、医療給付費等の減により
0.3% 減（261 万円減）、施設介護サービス
給付費等の増により介護保険会計で 1.5% 増

（781 万円増）、後期高齢者会計では、広域連
合への納付金の増により 4.5% 増（411 万円
増）となっています。
　また、然別湖畔地区簡易水道施設整備事業
や地方公営企業法適用化委託事業、公債費増
により簡易水道会計で 3.1% 増（909 万円増）、
下水道会計では地方公営企業法適用化委託事
業や消費税増により 11.2% 増（2513 万円増）、
院外保険調剤薬局開設による薬品費減により
病院事業会計では 9.2% 減（7318 万円減）
となりました。

　令和３年度予算は、令和２年度補正予算と一体的に編成しました。
　新型コロナウイルス感染症への対応、町民生活・経済活動の維持、回復に最優先
で取り組み、新たな生活様式を見据え「第７期鹿追町総合計画」に掲げる将来像の
実現に向け、「安心して暮らせるまちづくり」に取り組んでいきます。

　町税は、農業所得などの動向を勘案し、
前年度当初予算対比 1.8% 増の８億 3965
万円を計上し、地方交付税は、地方財政計
画や公債費償還額増を勘案し同 0.8% 増の
26 億６千万円、地方法人課税の偏在是正
に伴う法人事業税交付金の新設により、皆
増の 300 万円を計上した一方、分担金で、
道営農業農村整備事業分担金の減により同
30.3% 減の 997 万円、国庫支出金で新型
コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金などの計上により同 14.6％増の４億
9338 万円を計上しました。
　繰入金は、普通建設費の減や行財政改革
の取組みに伴い減債基金繰入金が減とな
り、同 25.6% 減の５億 9368 万円、諸収
入では、環境省の間接補助事業の採択を受
けた再生可能エネルギー導入・活用整備事
業の完了により同 27.3% 減の３億 8441
万円を計上、町債についても、同 27.8%
減の２億 8910 万円を計上する歳入予算と
しました。

　歳出予算では、「改革本番」と位置づけ、
行財政改革の取り組みとして「経常経費の
枠配分方式」による予算編成を実施し、事
業の必要性や効果、各課内で優先度を見極
めるなど、経常経費の削減に努め、各種行
政サービスに係る経費は前年度当初予算と
同規模程度とするなど、住民サービスの低
下を招かないよう経費を確保しました。

歳入予算

歳出予算

歳入総額
66億3600万円

歳出総額
66億3600万円

地方交付税地方交付税
26 億 6000 万円26 億 6000 万円

（40.1％）（40.1％）

国庫支出金国庫支出金
４億 9338 万円４億 9338 万円

（7.4％）（7.4％）
町債町債

2 億 8910 万円2 億 8910 万円
（4.4％）（4.4％）

道支出金
2 億 4780 万円

（3.7％）

地方譲与税
1 億 2845 万円

（1.9％）

地方消費税ほか
1 億 1620 万円

（1.7％）

諸収入諸収入
3 億 8441 万円3 億 8441 万円

（5.8％）（5.8％）

寄附金ほか寄附金ほか
2 億 4527 万円2 億 4527 万円

（3.8％）（3.8％）

総務費総務費
18 億 2970 万円18 億 2970 万円

（27.5％）（27.5％）

農林費農林費
11 億 3981 万円11 億 3981 万円

（17.2％）（17.2％）
公債費公債費

9 億 2158 万円9 億 2158 万円
（13.9％）（13.9％）

民生費民生費
6 億 4157 万円6 億 4157 万円

（9.7％）（9.7％）

土木費土木費
4 億 6026 万円4 億 6026 万円

（6.9％）（6.9％）

教育費教育費
4 億 3603 万円4 億 3603 万円

（6.6％）（6.6％）

衛生費衛生費
4 億 2645 万円4 億 2645 万円

（6.4％）（6.4％）

諸支出金諸支出金
3 億 578 万円3 億 578 万円

（4.6％）（4.6％）

商工費
2 億 287 万円

（3.1％）

消防費
2 億 696 万円

（3.1％）
議会費・予備費ほか

6499 万円
（1.0％）

依
存

財
源

　 59.2％

自主財源
　

40.8％

Ｒ元年度末 Ｒ２年度末（見込） Ｒ３年度末（見込）

財政調整基金 5 億 5380 万円 6 億 5490 万円 6 億 5500 万円
減債基金 9 億 5150 万円 7 億 6360 万円 4 億 1170 万円
その他基金 19 億 1151 万円 18 億 985 万円 17 億 1522 万円

Ｒ元年度末 Ｒ２年度末（見込） Ｒ３年度末（見込）

町債残高の状況 79 億 6932 万円 75 億 8338 万円 69 億 7346 万円

特 別 会 計 名 予  算  額 前年度対比
国民健康保険特別会計 7 億 9178 万円 △ 0.3%
国民健康保険病院事業会計 7 億 2422 万円 △ 9.2%
簡易水道特別会計 3 億 58 万円 3.1%
下水道特別会計 2 億 4964 万円 11.2%
介護保険特別会計 5 億 1665 万円 1.5%
後期高齢者医療特別会計 9458 万円 4.5%

特別会計

26億 7745万円

（前年度比 △ 1.1％）

基金残高（町の貯金）

町債残高（町の借金）

　■一般会計の概要 　■特別会計の概要

総務課財政係　☎ 66•2311

予算総額 66億3600万円

町税町税
8 億 3965 万円8 億 3965 万円

（12.7％）（12.7％）
〜安心して暮らせるまちづくりを目指して〜町税

8 億 3965 万円
（12.7％）

使用料および手数料使用料および手数料
6 億 3806 万円6 億 3806 万円

（9.6％）（9.6％）

使用料および手数料
6 億 3806 万円

（9.6％）

繰入金繰入金
5 億 9368 万円5 億 9368 万円

（8.9％）（8.9％）

繰入金
5 億 9368 万円

（8.9％）

諸収入
3 億 8441 万円

（5.8％）

寄附金ほか
2 億 4527 万円

（3.8％）

町債
2 億 8910 万円

（4.4％）

国庫支出金
４億 9338 万円

（7.4％）

地方交付税
26 億 6000 万円

（40.1％）

総務費
18 億 2970 万円

（27.5％）

農林費
11 億 3981 万円

（17.2％）
公債費

9 億 2158 万円
（13.9％）

民生費
6 億 4157 万円

（9.7％）

土木費
4 億 6026 万円

（6.9％）

教育費
4 億 3603 万円

（6.6％）

衛生費
4 億 2645 万円

（6.4％）

諸支出金
3 億 578 万円

（4.6％）
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国の補助金など有効な財源を
最大限活用した取り組み

●新型コロナウイルスワクチン接種事業
（3 月補正 2,049 万円）

●新型コロナウイルスワクチン接種体制確保
　事業　　　　　　　（3 月補正 2,591 万円）
●新型コロナウイルス感染症対策環境整備支
　援事業　　　　　　（3 月補正 1,030 万円）

●各小中学校感染症対策事業（80 万円 ×7 校）　　　
　　　　　　　　　　　（3月補正 560万円）
●公共施設等感染症対策事業　　（200 万円）
●ジオパークビジターセンター改修事業
　　　　　　　　　　　　　　　（110 万円）
●肉用交雑種哺育振興助成事業　（400 万円）

■感染症拡大防止と町民生活・地域経済への支援

●鹿追町ゼロカーボンシティ推進戦略策定事
   業　　   　　　　　　　　　（1,000 万円）
●情報配信サービス導入事業　　（800 万円）
●オンライン公設塾事業（運営・環境整備・
   ICT 活用）　　　　　　　　  （1,180 万円）
●一貫教育ホームページ開設事業（100 万円）
●環境保全センター用トラクター・スラリー
　タンカー購入事業   （3 月補正 8,438 万円）

●高齢者等タクシー利用助成事業（750 万円）
●家族団らんクーポン券発行事業外
　　　　　　　　　　　　　　　（500 万円）

■デジタル社会・グリーン社会の実現 ■新たなくらしを見据えた経済対策

総務費
▶ライディングパーク外周柵改修事業
　　　　　　　　　　　　　　　  （94 万円）
▶とかち鹿追ジオパーク事業　　（633 万円）

　4 年に一度の再認定審

査の年度であることか

ら、町民・各関係機関と

の連携を強化し、更なる

ジオパーク活動の推進に

努めます。

▶出退勤システム導入事業（40 万円）
　働き方改革の一環として出退勤システム導入を行

い、職員の労務管理や業務効率化を図ります。

▶開町 100 年記念事業（2,037 万円）
　新型コロナウイルス感染症の影響により延期等が

されたことから、本年度においても様々な事業展開

を行います。

▶結婚新生活支援事業（60 万円）
　結婚に伴う新生活のスタートアップに係るコスト

を支援します。

民生費
▶学童保育事業　　　　　　　　（701 万円）

　新たな学童保育所とし

ての環境、学習支援コー

ディネーター配置拡充に

より子供が安心して過ご

せる場所の提供を行いま

す。

▶子ども医療費助成事業　　　（2,396 万円）
　子育て支援として中学生から高校生まで拡大した

入院及び通院の医療費の無料化を継続します。

▶子育て対策事業　　　　　　（1,273 万円）
　切れ目のない子育て支援施策実現のため、「子育

て世代包括支援センター」を中心に、きめ細かい育

児支援を行います。

衛生費
▶十勝圏複合事務組合負担金事業（1,725 万円）

　最終処分場閉鎖に伴い、広域化共同処理に移行す

るごみ処理を行います。

▶資源ごみ圧縮梱包機購入事業（1,000 万円）

▶各種健診事業　　　　　　　（2,010 万円）
　コロナ禍においても基礎疾患の把握も含め、特定

健康診査受診率向上に努めます。

▶葬斎場管理外業務委託事業　　（264 万円）

農林費
▶ＲＴＫ基地局更新事業　　　　（385 万円）
▶町営牧場用タイヤショベル・ロールベー
　ラー更新事業　　　　　　　（1,709 万円）

　老朽化した町営牧場のタイヤショベルと農業機械

を更新します。

▶観光協会活動補助事業　　　（1,187 万円）
　新たに然別湖畔誘客・観光プロモーション事業を

含む事業展開を実施します。

▶ふるさと納税事業　　　　　（6,668 万円）
▶然別峡野営場管理委託事業　　（120 万円）

商工費

土木費
▶然別演習場障害防止対策事業
　　　　　　　　　　　　（1 億 8,654 万円）
▶公営住宅長寿命化修繕事業　（2,078 万円）

　末広団地・瓜幕文京団地の外部修繕を行います。

▶公営住宅等火災報知器取替事業（342 万円）

▶道路新設改良事業（補助・単独事業）
　　　　　　　　　　　　（1 億 3,033 万円）

　長寿命化計画に基づき「クテクウシ橋橋梁解体」

に着手し、継続路線についても早期完成に向け計画

的に実施します。

消防費
▶高規格救急車整備負担金
　　　　　　　　　　（事業費 4209 万円）
　　消防施設整備の充実・強化のため、消防署の高規　

　格救急車を更新します。

教育費
▶学校給食共同調理場屋上防水改修事業
　　　　　　　　　　　　　　　（300 万円）
▶通明小学校加圧給水ポンプ・鹿追小学校床
　暖房用熱交換器修繕事業　　　（300 万円）
▶鹿追中学校屋上防水改修実施設計事業
　　　　　　　　　　　　　　　（157 万円）
▶健康温水プール用クラウチングスタート台
　購入事業　　　　　　　　　　（110 万円）

　スポーツ環境充実と高い技術を習得するため、健

康温水プールに飛び込み台を整備します。

▶教育支援センター事業　　　　（151 万円）
　教育機会確保法に基づく教育支援センターを開設し

ます。

▶ＩＣＴ活用アプリ事業外　　　（356 万円）
　国の GIGA スクール構想により整備した一人一

端末で学びを行います。

▶鹿追高校生海外派遣事業　　（2,888 万円）
▶鹿追高等学校協力会補助事業
　（学校案内広報媒体作製）　  　　 （70 万円）

【簡易水道特別般会計】【下水道特別般会計】
▶地方公営企業法適用化委託事業　　　　  　（1,537 万円）
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略　

歴　

昭
和
60
年
広
尾
町

立
野
塚
中
学
校
を
振
り
出
し

に
、
新
得
中
学
校
、
音
更
中

学
校
、
芽
室
中
学
校
で
勤
務
。

平
成
20
年
か
ら
教
頭
と
し
て
、

勇
足
中
学
校
、
芽
室
西
中
学

校
、
芽
室
中
学
校
で
勤
務
。

平
成
28
年
か
ら
校
長
と
し
て
、

上
浦
幌
中
学
校
、
浦
幌
中
学

校
を
経
て
令
和
３
年
４
月
よ

り
現
職
。

抱　

負　

隣
町
鹿
追
町
は
初

め
て
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。

町
が
掲
げ
る
幼
小
中
高
一
貫

教
育
を
さ
ら
に
推
進
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
鹿
追
中
学
校

で
は
「
挨
拶
は
人
生
の
パ
ス

ポ
ー
ト
〜
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
誰
に
で
も
自
分
か
ら
大
き

な
声
で
〜
」
の
浸
透
を
図
り

ま
す
。

趣　

味　

映
画
鑑
賞
、
ス
ポ
ー

ツ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ

家　

族　

妻
（
帯
広
市
）

出
身
地　

豊
頃
町

略　

歴　

平
成
２
年
北
海
道

教
育
大
学
函
館
校
卒
業
後
、

帯
広
市
立
帯
広
第
八
中
学
校

に
赴
任
し
、
教
諭
と
し
て
４

校
22
年
を
経
験
。
そ
の
後
、

教
頭
と
し
て
５
校
９
年
を
経

験
。
鹿
追
町
立
上
幌
内
小
学

校
に
は
、
令
和
２
年
４
月
に

教
頭
と
し
て
赴
任
。
令
和
３

年
４
月
よ
り
現
職
。

抱　

負　
 

上
幌
内
小
学
校
に

は
、
一
年
間
教
頭
と
し
て
勤

務
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
今

後
は
保
護
者
、
地
域
の
方
々

と
の
信
頼
関
係
を
さ
ら
に
強

い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
前
任
の
校

長
の
方
針
を
引
き
継
ぎ
、
子

供
た
ち
が
明
る
く
元
気
に
、

楽
し
い
学
校
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。

趣　

味　

ゴ
ル
フ
、
ド
ラ
イ

ブ

家　

族　

妻
（
帯
広
市
）

出
身
地　

帯
広
市

略　

歴　

平
成
14
年
立
教
大

学
卒
業
後
、
北
見
信
用
金
庫

に
入
庫
。
帯
広
、
旭
川
で
の

勤
務
を
経
て
、
平
成
24
年
帯

広
信
用
金
庫
に
転
職
致
し
ま

し
た
。
帯
広
信
用
金
庫
で
は
、

中
央
支
店
、
札
内
支
店
、
本

店
に
て
勤
務
し
、
令
和
３
年

４
月
よ
り
現
職
。

抱　

負　

帯
広
信
用
金
庫
の

経
営
理
念
の
一
つ
に
「
十
勝

を
愛
し
郷
土
の
繁
栄
に
誠
心

誠
意
貢
献
す
る
」
と
い
う
条

文
が
あ
り
ま
す
。
地
域
に
根

差
し
た
金
融
機
関
と
し
て
、

鹿
追
町
の
経
済
発
展
、
活
性

化
に
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
愛

顧
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

趣　

味　

二
人
の
子
供
の
家

庭
教
師
、
ゴ
ル
フ

家　

族　

妻
、
長
女
、
長
男

笹
川
小
学
校　

校
長

髙た
か
は
し橋　

教た
か
ゆ
き之

さ
ん
（
52
歳
）

鹿
追
小
学
校　

校
長

佐さ

藤と
う　

正ま
さ

由よ
し

さ
ん
（
58
歳
）

鹿
追
中
学
校　

校
長

池い
け
だ
 田　

　

哲
さ
と
しさ

ん
（
58
歳
）

上
幌
内
小
学
校　

校
長

永な
が
た
 田　

征ま
さ
し志

さ
ん
（
53
歳
）

帯
広
信
用
金
庫
鹿
追
支
店  

支
店
長

野の
し
ろ
 代　

貴た
か
ゆ
き行

さ
ん（
41
歳
）

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

４
月
よ
り
就
任
・
着
任
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
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町
で
は
結
婚
に
伴
う
新
生
活
を

経
済
的
に
支
援
す
る
た
め
に
、
結

婚
し
生
活
基
盤
を
鹿
追
町
に
置
く

新
婚
世
帯
に
対
し
、
住
居
費
や
引

越
費
用
の
一
部
を
、内
閣
府
の
「
地

域
少
子
化
対
策
重
点
推
進
交
付

金
」
を
受
け
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

【
ど
の
よ
う
な
方
が
対
象
？
】

　

次
の
よ
う
な
方
が
対
象
で
す
。

そ
の
他
に
も
細
か
な
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
対
象
に
な
る
か
ど
う

か
は
事
前
に
担
当
窓
口
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

①
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
同
４

年
３
月
31
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た

方②
新
婚
世
帯
の
所
得
額
が

４
０
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

（
注
１
）

③
対
象
と
な
る
住
居
が
鹿
追
町
内

に
あ
り
、
少
な
く
と
も
夫
婦
の
ど

ち
ら
か
が
、
令
和
３
年
４
月
１
日

か
ら
同
４
年
３
月
31
日
の
間
に
転

入
ま
た
は
転
居
し
て
い
る
こ
と

④
過
去
に
こ
の
制
度
に
基
づ
く
助

成
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と

（
注
１
）

●
結
婚
を
機
に
離
職
し
、
交
付
申

請
時
に
お
い
て
無
職
の
場
合
は
、

そ
の
方
の
所
得
は
算
入
し
ま
せ

ん
。

●
貸
与
型
奨
学
金
の
返
済
を
行
っ

て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
年
間
返

済
額
を
所
得
額
か
ら
控
除
し
ま

す
。

【
ど
の
よ
う
な
支
援
を
受
け
ら
れ

ま
す
か
？
】

　

新
居
の
住
居
費
及
び
引
越
費
用

（
引
越
業
者
等
に
支
払
っ
た
費
用

に
限
る
）
を
、
１
世
帯
最
大
30
万

円
助
成
し
ま
す
。

　

昨
年
（
令
和
２
年
）
は
、
鹿
追

町
と
ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
町
と
の

姉
妹
提
携
35
周
年
の
記
念
の
年
で

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
世
界
的
な
流
行
を
受

け
て
記
念
行
事
の
延
期
を
し
ま
し

た
。

　

往
来
を
伴
う
交
流
が
で
き
な
い

中
、
こ
の
た
び
両
町
で
メ
ッ
セ
ー

ジ
動
画
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

る
ほ
か
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
平

成
館
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
年
度
に
つ
い
て
も
今
後
の
両

国
の
海
外
渡
航
の
規
制
の
状
況
等

の
見
通
し
な
ど
が
た
た
な
い
た

め
、
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
は
中

止
し
ま
す
が
、
今
後
両
町
で
協
議

を
し
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
も
実
施

可
能
な
交
流
事
業
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

【
中
止
す
る
事
業
】

●
35
周
年
記
念
訪
問
団
の
相
互
派

遣●
ス
町
か
ら
の
短
期
交
換
留
学
生

受
入
（
例
年
７
月
）

●
SS
ハ
ウ
ス
で
の
長
期
滞
在
体
験

受
入

【
年
度
内
で
の
日
程
の
延
期
を
検

討
し
て
い
る
事
業
】

●
鹿
追
高
校
生
短
期
留
学
派
遣
事

業

結
婚
新
生
活
を

応
援
し
ま
す
！

～
４
月
か
ら
結
婚
新
生
活
支
援
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
～

カ
ナ
ダ
・
ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
町
と
の

国
際
交
流
事
業

に
つ
い
て

鹿追町の住まいに関する助成制度
　町では、定住人口の増加等を目的に、鹿追町に居住される方の
住宅に関する費用について各種制度を実施しています。

　上記の制度には細かな対象要件があり、場合によっては対象ならない場合、
助成金額が満度に受けられない場合などもあります。また、助成金を受けるに
は申請が必要になりますので、助成を希望される場合は、必ず担当部署に事前
にご相談願います。

企画課企画係　☎ 66・4032

制度の概要 担当部署

住宅の新築
増築・改修

①自身の居住の住宅新築
②従業員居住のための新築・増築
③高齢者・障害者のための増築
などに、最大100万円（町内業者の施工の場合）または最大50万円（町
外業者の施工の場合）を商品券で助成

企画課企画係
☎ 66•4032

中古住宅の購入
200 万円以上の中古住宅の購入（土地代などは含まない）に対して、
その 10％（最大 30 万円）を商品券で助成

企画課企画係
☎ 66•4032

空地・空家の
情報提供

鹿追町内の空地・空家の売買や賃貸を希望する方同士をおつなぎしま
す。なお、交渉や契約は当人同士で行っていただきます。

企画課企画係
☎ 66•4032

民間賃貸住宅
家賃助成

世帯全員の前年所得の合計額が 227 万円（給与収入で 350 万円）未
満で、登録民間賃貸住宅に居住している場合、月額家賃から 2 万 5 千
円を控除した額の 1/2 を助成（月額5千円を上限とし、最大36か月）

企画課企画係
☎ 66•4032

太陽光発電
システム設置

自ら居住する住宅に住宅用太陽光設置システムを新設する場合、太陽
電池の最大出力値に 3 万 5 千円を乗じた額を助成（最大 10 万円）

企画課企画係
☎ 66•4032

廃屋の解体

町内にある居住建物、倉庫、物置、車庫でその用途としての機能を有
さなくなったもの（事業の用に供していた家屋等でないこと）で、建
築後 30 年以上が経過し、補助金申請時に居住実態のない家屋を解体
する場合、1㎡あたり 1 万 1500 円以内（基礎あり）、1 万円
以内（基礎なし）で算出された額の 1/2 を助成（最大 50 万円）
※家屋等の建て替えのための解体等は除きます。

町　民　課
住民生活係
☎ 66•4031

住宅の耐震診断
耐震改修

町民が所有し自らが居住している住宅で、昭和 56 年 5 月 31 日以前
に着工された木造住宅などが対象
耐震診断：耐震診断費用の 2/3 以内（最大 4 万円）
耐震改修：最大 30 万円　※改修費用によって変わります。

建設水道課
建　築　係
☎ 66•4033

結婚新生活支援

令和 3 年 4 月以降に結婚した夫婦で、結婚を機に新たに居住するため
の費用（住居費、引越費用等）を最大 30 万円助成
条件：婚姻日における年齢がともに 39 歳以下
　　　新婚世帯の所得額が 400 万円（給与収入で 540 万円）未満
　　　※婚姻を機に離職した場合は換算しない。

企画課企画係
☎ 66•4032

詳細はこちらから！

詳細はこちらから！

動画はこちらから！

このページに関するお問い合わせ：企画課企画係　☎ 66・4032
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令
和
３
年
４
月
か
ら
鹿
追
町
が

排
出
す
る「
燃
や
す
ご
み
」と「
燃

や
さ
な
い
ご
み
」
は
帯
広
市
に
あ

る
く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ

処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
広
報
誌
や
住
民
説
明

会
な
ど
で
新
た
な
ご
み
の
分
別
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
き
た
中

で
、
質
問
が
多
か
っ
た
点
に
つ
い

て
改
め
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

余
っ
た
埋
立
用
ご
み
袋
は

使
え
ま
す
か
？

燃
や
さ
な
い
ご
み
袋
（
青
色
）

と
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

資
源
ご
み
の
変
更
点
は
？

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
キ
ャ
ッ

プ
と
ラ
ベ
ル
を
外
し
て
く
だ

さ
い
。

中
を
ゆ
す
い
で
か
ら
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
み
で
排
出
し
て
く

だ
さ
い
。

キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
は

容
器
と
し
て
排
出
し
て
く
だ

さ
い
。

花
が
ら
、
菜
園
残
さ
、
枝

木
な
ど
の
無
料
受
け
入
れ

は
継
続
し
ま
す
か
？

５
月
１
日
か
ら
10
月
末
日
ま

で
受
け
入
れ
し
ま
す
。
た
だ

し
、
受
入
時
間
な
ど
の
ル
ー

ル
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
詳
し
く
は
下
記
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

汚
れ
が
落
ち
な
い　
　

容

器
や　
　

の
な
い
バ
ケ
ツ

や
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
は
？

燃
や
さ
な
い
ご
み
で
す
。

生
理
用
品
な
ど
は
？

紙
袋
や
黒
い
袋
に
入
れ
て
か

ら
、
燃
や
す
ご
み
と
し
て
排

出
し
て
く
だ
さ
い
。

大
型
ご
み
は
出
せ
ま
す
か
？

春
と
秋
の
年
２
回
収
集
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
指
定

さ
れ
た
日
に
大
型
ご
み
有
料

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
排
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
花
が
ら
等
の
受
け
入
れ

を
行
い
ま
す
の
で
、
注
意
事
項
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
受
入
日

　

５
月
１
日（
土
）～
10
月
31
日（
日
）

▽
期
間
中
に
降
雪
し
た
場
合
は
受

け
入
れ
を
終
了
し
ま
す
。

▽
重
機
の
除
雪
体
制
整
備
の
た

め
、
昨
年
よ
り
１
ヶ
月
短
く

な
っ
て
い
ま
す
。

■
受
入
時
間

　

午
前
７
時
～
午
後
６
時
ま
で

▽
時
間
外
の
搬
入
は
、
近
隣
住
民

へ
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
、

時
間
を
厳
守
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

　

次
の
３
つ
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
分
別
不
良

の
場
合
は
、
受
け
入
れ
を
中
止
せ

ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
適
切
に
分
別
し
、
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
等
の
入
れ

物
や
紐
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ

い
。

①
芝
生
、
花
が
ら
、
菜
園
残
さ

　

生
ご
み
は
受
け
入
れ
で
き
ま
せ

　

ん
。

②
枝
木
、
剪
定
木

木
の
幹
や
木
工
品
、
ほ
う
き

な
ど
、
枝
木
以
外
の
も
の
は

受
け
入
れ
で
き
ま
せ
ん
。

③
落
ち
葉

風
に
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
袋

に
入
れ
て
、
コ
ン
テ
ナ
の
中

に
お
入
れ
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
広
域
処
理

　
　

が
始
ま
り
ま
し
た

令
和
３
年　

４
月
開
始

花
が
ら
・
菜
園
残
さ
・
枝
木
等

５
月
１
日　

受
け
入
れ
開
始

令和３年度 狂犬病予防接種のご案内
　室内犬を含むすべての犬は、狂犬病予防法により、年１回
必ず狂犬病予防接種を受けなければなりません。下記の通り
予防接種を実施しますので、この機会にぜひご利用ください。
※畜犬登録も必ず行ってください。

町民課 住民生活係　☎ 66・4031

日程 実施場所 実施時間

下鹿追公民館
（クックガルデン） 9：00 〜   9：30

鹿美公民館 9：40 〜 10：00

中鹿追公民館 10：15 〜 10：35

笹川老人寿の家 10：50 〜 11：30

上幌内公民館 13：30 〜 13：50

幌内公民館 14：10 〜 14：40

旧商工会館前
（中央公園北側） 15：00 〜 15：40

農業共済組合南側 15：50 〜 16：20

鹿追消防署 9：00 〜 10：00

北鹿追公民館 10：15 〜 10：35

通明地域集会場 10：55 〜 11：15

農協東瓜幕事業所 11：25 〜 11：50

ウリマックホール
（瓜幕支所） 12：10 〜 13：00

役場西側車庫前 14：30 〜 15：30

５
月
19
日
（
水
）

５
月
20
日
（
木
）

　狂犬病は人を含む全ての哺乳類が感染し、有効な治療薬がなく、発症するとほぼ
100％死亡する恐ろしい病気です。
　日本での狂犬病は 1957 年以降発生していませんが、周辺国を含む全世界では依然と
して発生し、年間５万人以上の人が亡くなっています。
　飼い犬の登録と予防接種は飼い主の責任です。必ず年１回予防接種を受けましょう。

※実施時間は多少前後する場合があります。ご了承ください。

■日　程
　令和３年５月 19 日（水）・20 日（木）

■対象犬
　生後 91 日以上の犬

■料金

■その他
・注射の補助は飼い主が行ってください。
・かみ癖のある犬は口輪などを着用ください。
・引き綱は短くし事前に首輪が外れないよう
　ご確認ください。
・ふんの後始末は飼い主が行ってください。
・注射会場には犬を充分制御できる方がお連　
　れください。小さなお子さんですと事故の
　原因となる場合があります。
・町から送付される予防注射済票を当日ご持
　参いただくとスムーズな手続きができます。
・病気・ケガなどで治療を受けている場合は
　接種の可否をご確認ください。
・予防接種はかかりつけの獣医さんや動物病
　院でも接種できます。その場合は接種後、
　注射済証を役場窓口までご持参ください。

新規登録 登録済

登録手数料 3,000 円

予防注射料金 2,690 円 2,690 円
注射済票

交付手数料 550 円 550 円

計 6,240 円 3,240 円

　（ 注１）海外で犬にかまれ帰国後に発病し、死亡した輸入症例は発生しています。

　（ 注１）

町民課 住民生活係　☎66・4031町民課 住民生活係　☎66・4031

分別方法分別方法
もうバッチリですか？

4 月からの 分別方法
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33
月
に
人
工
ふ
化
で
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
稚

月
に
人
工
ふ
化
で
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
稚

魚魚
1010
万
尾
が
誕
生
し
ま
し
た

万
尾
が
誕
生
し
ま
し
た

商
工
観
光
課 

商
工
労
政
係

　

町
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
施
設
内
の

余
剰
熱
を
活
用
し
て
行
っ
て
い
る
チ
ョ

ウ
ザ
メ
養
殖
事
業
に
お
い
て
、
３
年
ぶ

り
に
人
工
ふ
化
を
実
施
し
、
約
10
万
尾

の
鹿
追
産
チ
ョ
ウ
ザ
メ
が
誕
生
し
ま
し

た
。
人
工
ふ
化
は
平
成
29
年
・
30
年
に

続
い
て
今
回
で
３
度
目
で
す
。

　
町
で
は
平
成
26
年
に
２
９
０
尾
の
チ

ョ
ウ
ザ
メ
を
購
入
し
事
業
を
開
始
。
現

在
は
約
８
０
０
０
尾
を
同
施
設
ほ
か
で

養
殖
し
て
い
て
、
オ
ス
は
町
内
の
飲
食

店
に
食
材
と
し
て
出
荷
、
メ
ス
は
個
体

を
成
熟
さ
せ
キ
ャ
ビ
ア
採
取
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
町
の
特
産
品
化

に
向
け
、
安
定
的
な
供
給
体
制
を
整
え

て
い
き
ま
す
。

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
レ
シ
ピ
集

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
レ
シ
ピ
集

が
完
成
し
ま
し
た

が
完
成
し
ま
し
た

保
健
福
祉
課 

健
康
推
進
係

　
3
月
30
日
、
町
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
（
福
井
保
子
会
長
・
会
員
40
人
）

が
役
場
を
訪
れ
、「
設
立
25
周
年
記
念

レ
シ
ピ
集
」
を
喜
井
町
長
へ
贈
呈
し

ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
食
生
活
の
改
善
を
図
り
、

健
康
で
明
る
い
町
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
平
成
８
年
に
設
立
。
同
23
年
に
は
設

立
15
周
年
記
念
レ
シ
ピ
集
を
発
行
し
、

今
回
で
２
冊
目
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

　
レ
シ
ピ
集
に
は
こ
れ
ま
で
会
員
が
各

栄
養
教
室
の
た
め
に
考
案
し
た
メ
ニ
ュ

ー
の
中
で
、
参
加
者
か
ら
好
評
だ
っ
た

も
の
を
中
心
に
掲
載
。
先
着
50
人
限
定

で
、
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
無
料

配
布
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
台
東
区
と
新
た
に
「
災
害
時

東
京
都
台
東
区
と
新
た
に
「
災
害
時

相
互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た

相
互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た

企
画
課  

企
画
係

　

3
月
31
日
、
鹿
追
町
役
場
と
台
東

区
役
所
を
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ

ム
で
つ
な
ぎ
、
平
成
29
年
に
締
結
し

た
「
特
定
分
野
（
産
業
・
環
境
分
野
）

に
お
け
る
連
携
に
関
す
る
協
定
」
の

再
締
結
（
令
和
7
年
3
月
ま
で
）
と
、

新
た
な
協
定
で
あ
る
「
災
害
時
相
互

応
援
協
定
」
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
結
ば
れ
た
協
定
で
は
、
災

害
時
に
お
け
る
物
資
・
資
器
材
の
提

供
や
応
援
に
必
要
な
職
員
の
派
遣
な

ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
神
輿
会
の
民
間
交
流
か
ら
始
ま
り
、

連
携
都
市
交
流
の
大
き
な
成
果
と
し

て
結
ば
れ
た
今
回
の
協
定
。
今
後
も

さ
ら
な
る
交
流
を
図
る
予
定
で
す
。

小
中
学
校
新
入
学
児
童
生
徒
用
の
机
と

小
中
学
校
新
入
学
児
童
生
徒
用
の
机
と

椅
子
を
整
備

椅
子
を
整
備

学
校
教
育
課 

学
校
教
育
係

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
長
年
の
使
用

に
よ
り
老
朽
化
し
た
小
中
学
校
の
机
と

椅
子
の
更
新
を
新
入
学
児
童
生
徒
を
対

象
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、「
特
定
防
衛
施
設

周
辺
整
備
調
整
交
付
金
（
防
衛
省
）」

を
活
用
し
て
、
町
内
の
小
学
校
５
校
と

中
学
校
２
校
に
机
と
椅
子
86
台
を
更
新
。

　
本
事
業
の
実
施
に
よ
り
児
童
生
徒
が

安
心
し
て
学
習
に
取
組
む
環
境
を
整
備

し
、
教
育
環
境
の
向
上
を
図
る
も
の
で
、

今
後
３
年
間
で
、
全
て
の
学
校
の
机
と

椅
子
を
更
新
し
ま
す
。

・
事
業
費               

２
９
９
０
千
円

（
う
ち
交
付
金         

２
２
１
３
千
円
）

稚魚は米粒サイズの大きさで、３ヶ月後に
は10cmまで成長します

彩り豊かなメニューが掲載されたレシピ集
を喜井町長（右）へ手渡す福井会長（中央）

オンライン会議システムを活用し、協定
締結を行う台東区（左）と鹿追町（右）

新入児童生徒のために机と椅子86台が各
校に整備されました

白
蛇
姫
舞
保
存
会
が
北
海
道
地
域
文
化

白
蛇
姫
舞
保
存
会
が
北
海
道
地
域
文
化

選
奨
特
別
賞
を
受
賞

選
奨
特
別
賞
を
受
賞

社
会
教
育
課  

社
会
教
育
係

　
３
月
12
日
、
白
蛇
姫
舞
保
存
会
（
野

村
和
夫
会
長
）
が
特
別
賞
を
受
賞
し
た

「
北
海
道
地
域
文
化
選
奨
伝
達
表
彰
式
」

（
道
主
催
）
が
十
勝
総
合
振
興
局
で
行

わ
れ
、
同
18
日
に
野
村
会
長
が
役
場
を

訪
問
。
喜
井
町
長
へ
受
賞
を
報
告
し
ま

し
た
。

　
白
蛇
姫
舞
は
、
昭
和
47
年
に
町
商
工

会
青
年
部
が
「
白
蛇
姫
祭
り
」
を
開
い

た
の
を
皮
切
り
に
、
町
の
郷
土
芸
能
と

し
て
東
京
都
台
東
区
や
カ
ナ
ダ
な
ど
多

岐
に
渡
る
場
面
で
幻
想
的
な
演
舞
を
披

露
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
こ
れ
ら
の

精
力
的
な
活
動
や
、
子
ど
も
白
蛇
な
ど

担
い
手
育
成
の
取
り
組
み
な
ど
が
評
価

さ
れ
、受
賞
の
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
貢
献
に
尽
く
さ
れ
た
事
業
所
に

地
域
貢
献
に
尽
く
さ
れ
た
事
業
所
に

感
謝
状
を
贈
呈

感
謝
状
を
贈
呈

総
務
課  

総
務
係

　

３
月
15
日
、
役
場
応
接
室
に
お
い

て
、
公
共
施
設
周
辺
や
地
域
の
環
境

整
備
、
備
品
の
ご
寄
付
な
ど
公
共
性

が
強
く
無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地

域
へ
の
貢
献
度
が
高
い
活
動
に
尽
く

さ
れ
た
３
事
業
所
へ
、
喜
井
町
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

永
光
・
コ
ウ
ケ
ツ
経
常
建
設
共
同
企

業
体
（
瓜
幕
中
学
校
防
風
林
剪
定
）、

株
式
会
社
高
嶋
建
設
（
瓜
幕
中
学
校

防
風
林
剪
定
）、
東
日
本
冨
士
新
道
路

株
式
会
社
（
役
場
庁
舎
検
温
消
毒
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
寄
贈
）

（
一
社
）
帯
広
青
年
会
議
所
と
町
が
Ｓ

（
一
社
）
帯
広
青
年
会
議
所
と
町
が
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結

企
画
課  

企
画
係

　
３
月
25
日
、
鹿
追
町
役
場
に
お
い
て

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
関
す
る
連
携
協
定

締
結
式
」
が
行
わ
れ
、
町
と
一
般
社
団

法
人
帯
広
青
年
会
議
所
（
鈴
木
信
宏
理

事
長
）
が
協
定
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
国
連
が
２
０
３
０

年
ま
で
に
達
成
を
目
指
す
持
続
可
能
な

開
発
目
標
の
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
普
及

活
動
と
し
て
同
団
体
で
は
出
前
事
業
な

ど
を
精
力
的
に
展
開
。
一
方
、
町
で
は

今
年
３
月
に
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
」
を
行
い
、
２
０
５
０
年
の
二
酸

化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い

て
、
今
回
の
連
携
協
定
に
よ
り
、
具
体

的
な
施
策
に
向
け
た
協
力
な
ど
、
相
互

に
普
及
活
動
の
拡
充
を
図
る
予
定
で
す
。

次
世
代
を
担
う
農
業
経
営
者
へ
期
待　

次
世
代
を
担
う
農
業
経
営
者
へ
期
待　

「「
0101
農
業
塾
」
修
了
式

農
業
塾
」
修
了
式農

業
振
興
課 

農
政
係

　

３
月
29
日
、
ピ
ュ
ア
モ
ル
ト
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、
鹿
追
町
「
01
農
業

塾
」（
塾
長
・
喜
井
町
長
）
の
修
了
式

が
行
わ
れ
、
第
20
期
生
４
人
に
喜
井
町

長
か
ら
修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
塾
は
、
次
世
代
を
担
う
農
業
経
営

者
の
育
成
を
目
的
に
開
設
し
た
も
の
で
、

開
塾
以
来
87
人
が
修
了
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
措
置
に
よ
り
、
先
進
地

視
察
な
ど
多
く
の
事
業
実
施
が
見
送
ら

れ
ま
し
た
。
喜
井
町
長
か
ら
は
「
コ
ロ

ナ
禍
で
限
ら
れ
て
は
い
る
が
、
で
き
る

こ
と
を
し
っ
か
り
と
実
行
し
、
経
営
者

と
し
て
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受賞の喜びを報告する野村会長（中央）

ご功績に感謝し喜井町長から３事業所に
感謝状が贈られました

お知らせ掲示板
担当課・係から ひとこと

協定書を取り交わした鈴木理事長（左）
と喜井町長（右）

１期２年間の受講を修了した４人の塾生の
皆さん
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い
も
の
／
耐
震
診
断
で
構
造
評
点
が
1.0

未
満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
を
1.0
以
上
に

改
修
す
る
も
の
※
耐
震
改
修
補
助
の
み

《
助
成
額
》

〈
耐
震
診
断
〉
耐
震
診
断
費
用
の
２
／
３

以
内
、
４
万
円
を
限
度
（
千
円
未
満
の

端
数
は
切
捨
て
）。

〈
耐
震
改
修
〉
左
表
の
と
お
り

耐
震
改
修
工
事
費

補
助
額

20
万
円
未
満
の
場
合

そ
の
費
用
の
額

20
万
円
以
上

２
０
０
万
円
以
下
の
場
合

20
万
円

２
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
耐
震
改
修
費

用
の
10
％

３
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
30
万
円

《
申
込
期
間
》
５
月
１
日
～
２
月
28
日
ま

で
（
※
年
度
予
算
内
の
補
助
の
た
め
上

限
に
達
し
た
場
合
、
募
集
を
打
ち
切
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

《
そ
の
他
》
制
度
を
利
用
す
る
前
に
ま
ず

は
ご
自
身
の
住
宅
を
自
己
診
断
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
自
己
診
断
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
建
設
水
道
課
窓
口
に
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
ご
自
由
に
お
持
ち
下
さ
い
。

▼
住
宅
の
床
下
換
気
口
に
つ
い
て

《
内
容
》
床
下
換
気
口
は
、
床
下
の
湿
気

を
無
く
し
床
下
木
材
の
腐
食
を
防
止
す

る
役
割
が
あ
り
、
ま
た
床
面
に
涼
し
さ

を
与
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、
夏

季
間
は
換
気
口
を
開
け
て
ご
使
用
く
だ

さ
い
。

▼
軒
下
で
の
火
気
取
扱
注
意
に
つ
い
て

《
内
容
》
住
宅
の
軒
下
に
集
ま
っ
た
落
葉

を
、
バ
ー
ナ
ー
で
焼
却
し
よ
う
と
し
て

火
災
が
起
き
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。
外

壁
に
あ
る
水
切
り
な
ど
の
隙
間
の
奥
は
、

材
が
乾
燥
し
極
め
て
燃
え
や
す
い
状
態

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
基
礎
ぎ
わ
で

の
火
気
取
扱
い
は
絶
対
に
行
わ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

▼
公
営
住
宅
・
町
営
住
宅
へ
入
居
さ
れ

る
皆
さ
ま
へ
お
願
い

　
公
営
住
宅
・
町
営
住
宅
で
の
ペ
ッ
ト

（
犬
・
猫
等
）
の
飼
育
は
、
泣
き
声
や
臭

い
な
ど
が
ご
近
所
へ
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
が
あ
る
た
め
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
柱
や
壁
に
つ
い
た
キ
ズ

や
室
内
に
残
っ
た
臭
い
な
ど
は
、
退
去

時
に
原
状
回
復
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
り
皆
さ
ま
が
気
持
ち
よ
く

入
居
で
き
る
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
建
設
水
道
課
建
築
係
☎
66
・

４
０
３
３

▼
未
就
園
児
園
開
放
日
の
お
知
ら
せ

《
内
容
》
こ
ど
も
園
し
か
お
い
の
お
友
だ

ち
と
一
緒
に
遊
び
交
流
を
深
め
ま
す
。

《
対
象
》
町
内
在
住
で
未
就
学
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者

《
日
時
》５
月
19
日(

水)

、６
月
２
日(

水)

、

７
月
28
日(

水
）、
８
月
25
日(

水
）、
９

月
22
日(

水
）、
10
月
５
日(

火)

、
12
月

17
日(

金)

、１
月
19
日(

水)

、２
月
28
日(

月)

い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
～
11
時

《
場
所
》
こ
ど
も
園
し
か
お
い
内
（
鹿
追

北
２
線
８
番
地
１
０
１
）

《
申
し
込
み
》
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当

日
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し

下
さ
い
。（
７
月
28
日
は
給
食
体
験
を
行

い
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

《
そ
の
他
》
親
子
の
上
履
き
、
飲
み
物
、

建
設
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
小
中
高
生
は
町
内
路
線
バ
ス
に

１
０
０
円
で
乗
ろ
う
！

《
内
容
》
鹿
追
町
内
の
学
校
に
在
学
す

る
小
中
高
生
の
公
共
施
設
利
用
や
各
種

ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
の
参
加
機
会
の
創
出
、

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
小
中
高
生
が
北
海

道
拓
殖
バ
ス
の
運
行
す
る
路
線
バ
ス
を

利
用
す
る
際
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

《
対
象
》
鹿
追
町
内
に
住
所
を
有
す
る
小

中
高
生
／
鹿
追
町
内
の
学
校
に
在
学
す

る
小
中
高
生
（
※
町
外
か
ら
通
学
す
る

鹿
追
高
校
生
も
対
象
に
な
り
ま
す
）

《
申
請
方
法
》
助
成
対
象
と
な
る
小
中
高

生
の
保
護
者
の
方
の
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
役
場
企
画
課
ま
た
は
瓜
幕
支

所
に
て
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
申
請

の
際
は
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
申

請
１
回
に
つ
き
、
１
０
０
枚
を
限
度
に

助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。（
※
高
校
生
で

初
め
て
申
請
さ
れ
る
際
は
、
必
ず
学
生

証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

《
使
用
方
法
》
助
成
券
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
バ
ス
を
降
車
す
る
際
に
助
成
券

を
運
転
手
に
手
渡
し
、
１
０
０
円
を
運

賃
箱
に
お
入
れ
く
だ
さ
い
。

《
注
意
事
項
》
助
成
券
は
、
鹿
追
町
内
で

乗
車
及
び
降
車
す
る
場
合
に
の
み
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
鹿
追
町
外
で
乗
車
ま

た
は
降
車
す
る
場
合
は
、
助
成
券
は
利

用
で
き
ず
、
通
常
の
運
賃
が
か
か
り
ま

す
。／
助
成
券
は
、他
人
に
譲
渡
や
貸
与
、

転
売
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
／
町

外
に
転
出
す
る
な
ど
、
対
象
者
で
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
未
使
用
の
助
成
券
を

返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
／
助
成
券

の
有
効
期
限
は
、
券
が
発
行
さ
れ
た
年

度
の
末
日
に
な
り
ま
す
。

▼
タ
ク
シ
ー
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

鹿
追
町
高
齢
者
等
社
会
参
加
促
進
事
業

の
お
知
ら
せ

《
内
容
》
役
場
か
ら
ご
自
宅
ま
で
の
距
離

を
計
算
し
、
１
枚
５
０
０
円
分
の
助
成

券
で
交
付
し
ま
す
。(

※
申
請
の
時
期
、

お
住
ま
い
の
地
域
に
よ
り
枚
数
が
異
な

り
ま
す
）

《
対
象
》
町
内
在
住
で
、
自
動
車
を
お
持

ち
で
は
な
い
、
ま
た
は
、
お
持
ち
で
も

運
転
が
で
き
な
い
方
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
あ
て
は
ま
る
方
。
／
①
満
70
歳
以

上
の
方
②
身
体
障
害
者
手
帳(

１
級
～

３
級)

の
交
付
を
受
け
て
い
る
18
歳
以

上
の
方
③
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
18
歳
以
上
の
方
④
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
18

歳
以
上
の
方
⑤
要
支
援
認
定
、
ま
た
は
、

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
（
※
町

税
等
を
滞
納
し
て
い
る
方
や
、
老
人
福

祉
施
設
、
病
院
等
に
入
所
、
入
院
し
て

い
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

《
申
請
方
法
》
役
場
企
画
課
、瓜
幕
支
所
、

ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
の
窓
口

で
申
請
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
役
場
に

お
越
し
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
で
の
請

求
、
も
し
く
は
鹿
追
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
申
請
の
際
に
は
助
成
対
象
者
の
印
鑑

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

《
対
象
事
業
所
》
有
限
会
社
鹿
追
ハ
イ

ヤ
ー
・
福
祉
タ
ク
シ
ー
な
の
花

《
助
成
券
の
追
加
》
平
成
31
年
４
月
以
降

に
運
転
免
許
を
自
主
返
納
（
手
続
き
は

新
得
警
察
署
ま
た
は
帯
広
運
転
免
許
試

験
場
）
し
た
方
は
、
助
成
券
の
枚
数
が

追
加
に
な
り
ま
す
。
自
主
返
納
時
に
公

安
委
員
会
が
交
付
す
る
「
申
請
に
よ
る

運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」
の
写
し
が

必
要
で
す
。（
※
役
場
で
も
年
に
２
回
程

度
、
自
主
返
納
の
た
め
の
窓
口
を
開
設

予
定
で
す
。
日
時
が
決
ま
り
次
第
、
広

報
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
）

《
追
加
対
象
外
》
運
転
免
許
証
を
返
納
せ

ず
に
失
効
さ
せ
て
し
ま
っ
た
方
は
、
枚

数
追
加
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

企
画
課
企
画
係
☎
66
・

４
０
３
２

▼
住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
補
助
制

度
に
つ
い
て

《
内
容
》
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
し
た
住

宅
に
お
住
ま
い
で
地
震
に
不
安
を
か
か

え
て
い
る
方
に
対
し
て
耐
震
診
断
・
耐

震
改
修
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

《
要
件
》
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
町
民
が
所
有
し

自
ら
居
住
し
て
い
る
こ
と
／
戸
建
て
住

宅
、
併
用
住
宅
（
住
宅
部
分
に
供
す
る

部
分
の
床
面
積
が
延
床
面
積
の
１
／
２

以
上
の
も
の
）
／
地
上
２
階
建
以
下
の

在
来
軸
組
み
構
法
で
建
築
さ
れ
た
も
の

／
建
築
基
準
法
に
明
ら
か
な
法
令
違
反

が
な
い
も
の
／
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な

企
画
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

基礎

閉

開

基礎

基礎基礎

外壁外壁
水切り水切り

隙間隙間

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お

知
ら
せ

情報BOX
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６
月
１
日
は
「
電
波
の
日
」
で
す

▼
次
の
と
お
り
で
す

《
内
容
》
３
月
３
月
2626
日
、「
鹿
追
文
藝
第

日
、「
鹿
追
文
藝
第
4646
号
」
号
」

（
同
編
集
委
員
会
編
／
町
図
書
館
発
行
）

（
同
編
集
委
員
会
編
／
町
図
書
館
発
行
）

が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
や
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る

　
町
民
や
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
7373
人
が
人
が

寄
稿
し
、

寄
稿
し
、
8080
作
品
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

作
品
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　
全
２
４
０
ペ
ー
ジ
に
も
お
よ
ぶ
本
誌

　
全
２
４
０
ペ
ー
ジ
に
も
お
よ
ぶ
本
誌

に
は
、
俳
句
や
短
歌
、
随
筆
、
創
作
文

に
は
、
俳
句
や
短
歌
、
随
筆
、
創
作
文

な
ど
を
初
め
、
鹿
追
町
に
ま
つ
わ
る
エ

な
ど
を
初
め
、
鹿
追
町
に
ま
つ
わ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
収
録
し
て
い
ま
す
。

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
収
録
し
て
い
ま
す
。

　
本
号
の
テ
ー
マ
は
「
み
ん
な
で
つ
な

　
本
号
の
テ
ー
マ
は
「
み
ん
な
で
つ
な

い
だ
開
町
１
０
０
年
」。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

い
だ
開
町
１
０
０
年
」。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
商
工
業
者
の
方
々
に

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
商
工
業
者
の
方
々
に

聞
く
今
む
か
し
を
掲
載
す
る
な
ど
盛
り

聞
く
今
む
か
し
を
掲
載
す
る
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
図
書
館
に
お
い
て
、
１
冊

　

町
図
書
館
に
お
い
て
、
１
冊

１
０
０
０
円
で
販
売
中
で
す
。

１
０
０
０
円
で
販
売
中
で
す
。

社
会
教
育
課
図
書
館
係
☎
69
・
７ 

１
７
０

▼
次
の
と
お
り
で
す

《
内
容
》
総
務
省
で
は
６
月
１
日
を
「
電

波
の
日
」と
定
め
、６
月
10
日
ま
で
の「
電

波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」

に
電
波
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
周
知
・

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
で
は
、

電
波
の
使
わ
れ
方
を
監
視
し
、
適
正
な

な
電
波
環
境
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
ご
相
談

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
電
話
受
付
時
間
》
午
前
８
時
30
分
～
正

午
／
午
後
１
時
～
５
時
（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
☎

０
１
１・７
３
７・０
０
９
９

▼
次
の
と
お
り
で
す

《
内
容
》
国
内
で
就
労
し
て
い
る
外
国
人

は
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ
の

就
労
状
況
を
み
る
と
社
会
保
険
等
の
未

加
入
や
適
正
な
労
働
条
件
が
確
保
さ
れ

な
い
等
の
問
題
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
外
国

人
を
雇
い
入
れ
る
際
は
、
次
の
３
点
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
／
①
就
労
が
認
め

ら
れ
る
在
留
資
格
で
あ
る
こ
と
／
②
雇

入
れ
・
離
職
の
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
出
を
行
う
こ
と
／
③

労
働
保
険
・
社
会
保
険
等
の
加
入
を
は

じ
め
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
う
こ
と

　
な
お
、
厚
生
労
働
省
で
は
労
働
施
策

総
合
推
進
法
に
基
づ
く
、
外
国
人
労
働

者
の
適
正
な
雇
用
管
理
の
た
め
の
指
針

を
定
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
い
た

だ
き
、
外
国
人
を
雇
用
す
る
際
は
、
ル
ー

ル
を
守
っ
て
適
正
に
雇
用
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
帯
広
☎

０
１
５
５
・
23
・
８
２
９
６

▼
幹
部
候
補
生

《
応
募
資
格
》
一
般
は
22
歳
以
上
26
歳
未

満
の
者
／
歯
科
は
20
歳
以
上
30
歳
未
満

の
者
／
薬
剤
科
は
20
歳
以
上
28
歳
未
満

の
者
／
年
齢
は
令
和
３
年
４
月
１
日
現

在《受
付
期
間
》
６
月
18
日
（
金
）
ま
で

《
試
験
日
》
１
次
試
験
：
６
月
26
日
（
土
）

／
２
次
試
験
：
８
月
２
日
（
月
）
～
８

日
（
日
）
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

▼
一
般
曹
候
補
生

《
応
募
資
格
》
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

《
受
付
期
間
》
５
月
11
日
（
火
）
ま
で

《
試
験
日
》
１
次
試
験
：
５
月
22
日
（
土
）

／
２
次
試
験
：
６
月
18
日
（
金
）
～
７

月
４
日
（
日
）
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所
（
帯

広
市
西
５
条
南
14
丁
目
Ｎ
Ｃ
サ
ウ

ス
ビ
ル
）  

☎
・
Ｆ 

０
１
５
５
・ 

23
・

８
７
１
８

着
替
え
持
参
／
夏
は
水
遊
び
、
冬
は
戸

外
遊
び
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
親
子
乗
馬
の
お
し
ら
せ

《
内
容
》
親
子
で
乗
馬
の
体
験
や
近
隣
を

散
策
し
ま
す
。

《
対
象
》
町
内
在
住
で
未
就
学
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者

《
日
時
》
６
月
１
日(
火)
午
前
10
時
～
11

時《場
所
》
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク

《
申
し
込
み
》
５
月
21
日(

金)
ま
で
に
お

申
し
込
み
下
さ
い
。
／
飲
み
物
、
敷
物
、

帽
子
、
着
替
え
、
お
や
つ
持
参
／
雨
天

時
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
乗
馬

体
験
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
予
定
の
変
更
も
あ
り
ま

す
こ
と
を
ご
了
承
願
い
ま
す
。

問
合
せ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
66
・
１

１
６
５

▼
鹿
追
町
中
小
企
業
等
環
境
整
備
支
援
金

《
内
容
》
鹿
追
町
内
の
中
小
企
業
者
等
が

実
施
す
る
「
感
染
拡
大
防
止
対
策
」
に

必
要
な
設
備
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

不
特
定
多
数
の
方
が
出
入
り
す
る
施
設

の
環
境
整
備
の
た
め
の
取
組
が
対
象
で

す
。
従
業
員
の
方
の
み
が
利
用
す
る
施

設
の
環
境
整
備
は
対
象
外
で
す
。

《
対
象
者
》
町
内
に
お
い
て
独
立
し
た
事

務
所
ま
た
は
店
舗
を
有
す
る
サ
ー
ビ
ス

業
、
製
造
業
、
小
売
業
、
卸
売
業
等
の

産
業
を
１
年
以
上
営
む
法
人
ま
た
は
個

人
で
、
町
税
を
完
納
し
て
い
る
方

《
対
象
と
な
る
取
組
①
》
飛
沫
対
策
費
用

▽
飛
沫
対
策
の
た
め
の
ア
ク
リ
ル
板
等

の
購
入
に
要
す
る
経
費
／
換
気
対
策
費

用
▽
換
気
の
た
め
の
機
械
装
置
等
の
購

入
に
要
す
る
経
費
／
そ
の
他
衛
生
管
理

費
用
▽
衛
生
管
理
の
た
め
の
物
品
の
購

入
に
要
す
る
経
費
／
な
お
、
取
組
①
を

行
っ
た
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
取
組

②
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

《
対
象
と
な
る
取
組
②
》
消
毒
費
用
▽
消

毒
の
た
め
機
械
装
置
、
消
毒
液
等
の
購

入
に
要
す
る
経
費
／
マ
ス
ク
費
用
▽
マ

ス
ク
等
の
購
入
に
要
す
る
経
費
／
清
掃

費
用
▽
手
袋
、
ゴ
ミ
袋
等
の
購
入
に
要

す
る
経
費

《
対
象
期
間
》
次
の
期
間
に
購
入
、
設
置

（
納
品
）、
支
払
が
完
了
し
た
も
の
が
対

象
。
取
組
①
▽
令
和
２
年
１
月
１
日
か

ら
令
和
３
年
７
月
31
日
ま
で
／
取
組
②

▽
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
７
月
31
日

ま
で

《
支
給
額
》
対
象
経
費
の
80
％
以
内
を
支

給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
取
組
②
に
つ
い

て
は
取
組
①
費
用
の
二
分
の
一
が
上
限
。

両
方
合
わ
せ
て
10
万
円
ま
で
支
給
し
ま

す
。（
千
円
未
満
切
捨
て
）

《
申
請
方
法
》
申
請
書
等
必
要
書
類
を
用

意
の
う
え
、
鹿
追
町
商
工
会
（
☎
66
・

２
１
０
７
）
に
提
出
く
だ
さ
い
。

《
申
請
期
限
》
令
和
３
年
８
月
31
日
ま
で

▼
鹿
追
町
店
舗
等
修
繕
補
助
金

《
内
容
》
鹿
追
町
内
の
中
小
企
業
者
が
所

有
ま
た
は
賃
貸
す
る
店
舗
等
の
修
繕
工

事
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

制
度
で
す
。
令
和
３
年
４
月
よ
り
制
度

を
拡
充
し
ま
し
た
。

《
対
象
者
》
鹿
追
町
内
に
店
舗
を
置
き
商

売
を
行
っ
て
い
る
中
小
企
業
者
で
、
町

税
・
そ
の
他
町
に
対
す
る
債
務
の
履
行

を
遅
滞
し
て
い
な
い
方

《
対
象
工
事
》

(ア)
基
礎
、
土
台
、
柱
、
筋

交
い
等
の
修
繕
ま
た
は
補
強
工
事
／ 

(イ)

店
舗
等
の
外
壁
、屋
根
、看
板
、外
構
、床
、

内
壁
、
天
井
等
の
修
繕
工
事
／

(ウ)
厨
房

ま
た
は
便
所
を
改
良
す
る
工
事
／

(エ)
ウ

イ
ル
ス
対
策
等
の
た
め
改
良
す
る
工
事

／
(オ)
間
取
り
の
変
更
等
の
模
様
替
え
を

行
う
工
事
／

(カ)
衛
生
、
電
気
等
の
設
備

を
改
良
す
る
工
事
／

(キ)
建
具
の
取
替
え

等
の
工
事
／

(ク)
断
熱
改
修
ま
た
は
遮
音

工
事
／

(ケ)
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め

る
工
事
／
以
上
の
内
容
で
町
内
建
設
業

者
に
よ
り
行
う
50
万
円
以
上
の
修
繕
工

事
で
、
当
該
年
度
の
３
月
末
日
ま
で
に

工
事
完
了
届
が
提
出
で
き
る
も
の
。

《
支
給
額
》
修
繕
工
事
に
要
す
る
費
用
の

20
％
（
千
円
未
満
切
捨
て
）
で
、
１
棟

に
つ
き
１
０
０
万
円
が
上
限
／
１
回
限

り
／
全
額
商
品
券
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

《
申
請
方
法
》
ま
ず
は
役
場
商
工
観
光
課

商
工
労
政
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係
☎
66
・

４
０
３
４

事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

商
工
観
光
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

町 HP

問
合
せ

６
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓

発
月
間
」
で
す

問
合
せ

問
合
せ

募集案内所
E-mail

地本ＨＰ

自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

鹿
追
文
芸
第
46
号
発
行
の
お
知
ら
せ

問
合
せ

情報BOX
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第 470 回【台湾カステラづくり】
　メレンゲをふんだんに使った、ふんわり食感のカ
ステラです。フルフルと揺れる様子が特徴です。お
ひとりさま、パウンド型１本を予定。

日　時　５月 19 日（水）午前 9 時半〜正午頃
場　所　ワーキングセンター 
締　切　５月 12 日（水）
経　費　１本あたり 500 円前後（原材料代他）
対　象　町内在住の方（小学生以下保護者同伴）
持ち物　筆記用具・長靴（23cm 以下の方）
定　員　4 人まで（先着順）
申　込　上記係まで
次回：【肉製品づくり】は 6 月 17 日（木）予定

農業振興課 農政係（☎ 66•2985）

5 月の加工体験研修

　弁護士による無料法律相談会を開催します。不動
産トラブル・相続・離婚・賃金・債務管理などの悩
みを気軽にご相談ください。相談を希望される方は
電話で事前にお申し込みください。当日の飛び込み
相談も受け付けますが、予約された方を優先します。

日　時　5 月 17 日（月）
　　　　午後 1 時半〜 4 時半
場　所　ほほえみプラザ
申　込　上記係まで

　５月から６月までの１ヶ月間、初心者向けの剣道
教室を開催します。ご興味のある方はこの機会にぜ
ひご参加ください。

日　時　5 月 14 日（金）〜 6 月 16 日（水）
　　　　毎週水・金曜日（剣道少年団練習日）
　　　　午後６時半〜７時半
場　所　スポーツセンター（２階児童体育室）
対　象　町内在住の５歳児以上〜一般男女
指導者　鹿追町剣道連盟
申　込　下記連絡先までご連絡ください。
　　　　鹿追町剣道連盟（森田）

※申し込み時に氏名・住所・年齢・性別・連絡先をお
伝えください。
※竹刀は貸し出しになります。防具等は必要ありませ
ん。
※スポーツ安全保険に加入しますので、練習日当日
にお納めください。（中学生以下 800 円、高校生以上
1850 円）

社会教育課 スポーツ振興係（☎ 66•3441）

はじめての剣道
町民ひとり１スポーツ

申し込みは
コチラから！

　５月から７月の 2 ヶ月間、初心者向けの柔道教室
を開催します。ご興味のある方はこの機会にぜひご
参加ください。

日　時　５月 11 日（火）〜７月１日（木）
　　　　毎週火・木曜日（柔道少年団練習日）   
　　　　午後６時半〜８時半
場　所　スポーツセンター（１階武道室）
対　象　町内在住の４歳児以上〜一般男女
指導者　鹿追町柔道連盟
申　込　下記連絡先までご連絡ください。
　　　　鹿追町柔道連盟（髙橋）

※申し込み時に氏名・住所・年齢・性別・連絡先をお
伝えください。
※子供用柔道着は貸し出しします。
※スポーツ安全保険に加入しますので、練習日当日
にお納めください。（中学生以下 800 円、高校生以上
1850 円）

社会教育課 スポーツ振興係（☎ 66•3441）

はじめての柔道
町民ひとり１スポーツ

▶

商工観光課 商工労政係（☎ 66•4034）
「すずらん無料法律相談会」
春の

申し込みは
コチラから！
▶

新型コロナウイルスの感染状況により
内容が変更となる場合があります

ご家庭で寄せ植えを楽しんでいる皆さまへ
　通常のプランターより大きい樽型プランターにお
好みの花を植えてみませんか。
　ワイン樽・円形樽の２種類を用意しています。オ
リジナリティーあふれる寄せ植え作品に挑戦してみ
ませんか？ご応募お待ちしています。

建設水道課 花とみどり係（☎ 66•4033）

樽型プランターを
お貸しします

　令和４年４月１日採用予定の消防職員を募集しま
す。お申し込み前に必ず試験案内で受験資格と申込
方法を確認してください。
　試験案内はとかち広域消防局総務課、十勝管内
各消防署と帯広市役所１階総合案内で配布するほ
か、とかち広域消防事務組合ホームページにも掲
載しています。

■試験区分
　大学卒・短大卒・救急救命士
■採用人数
　10 人程度
■試験日程
　１次試験（一般教養試験・適性試験）
　５月 30 日（日）
　※２次試験以降の日程は試験案内でご確認
　　ください。
■試験会場
　とかち広域消防局庁舎（帯広市西６条南６丁目３番地１）

■申込・問合せ
　４月 19 日（月）〜５月 10 日（月）までに
試験案内の採用試験申込書と郵便はがきを
同封の上、下記に直接または郵送でお申し
込みください。

とかち広域消防局総務課人事給与係
　（帯広市西６条南６丁目３番地１）
　☎ 0155•26•9121

鹿追消防署（☎ 66•2201）

令和３年度
とかち広域消防事務組合
消防職員採用資格試験

（前期）

試験案内

　小さな子供からお年寄りの方までかんたんにでき
るスポーツです。ぜひ一緒に楽しみませんか？申込
不要です。見学も大歓迎です！

日　時　毎週木曜日　午前 10 時〜
場　所　スポーツセンター
主　催　総合型地域スポーツクラブ「わっこ」
　　　　問合せは上記係まで

社会教育課 スポーツ振興係（☎ 66•3441）

ディスコンのご案内
みんなで楽しもう！

募 集 対 象　鹿追町民（在住）の方
貸 出 条 件　プランターを通りに面する場所
　　　　　　に設置できる方
募 集 締 切　５月 14 日（金）
申 込 先　上記係までお電話ください。
　　　　　　（申込多数の場合は抽選）
募 集 数 ワイン樽 10 個（90cm × 60cm）
　　　　　　円形樽 20 個（60cm）
　　　　　　おひとりさま 2 個まで
植栽用花苗　申込者様にてご用意ください。
　　　　　　花木の種類は自由です。
植栽用黒土　こちらで用意します。
　管　理　　申込者様にて管理ください　
　搬　入　　５月下旬頃にご指定の場所へ設　
　　　　　　置します。
　回　収　　9 月下旬頃を予定しています。

職員募集情報
イベント情報イベント情報イベント情報

Information
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問
合
せ　

国
民
健
康
保
険
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
66
・
２
０
３
１

５月の夜間診療・５月の夜間診療・
専門外来のご案内専門外来のご案内

お知らせ
国保病院からの

●
眼
科
診
療　

　
5
月
13
日
・
27
日
（
木
）

　

検　
　

査
：
午
後
３
時
〜　

　

診
療
時
間
：
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

　

担　
　

当
：
ひ
か
り
眼
科　

院
長

●
泌
尿
器
科
診
療　 

　
5
月
6
日
（
木
）

　

診
療
時
間
：
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

担　
　

当
：
帯
広
協
会
病
院
泌
尿
器
科
医
師

●
脳
神
経
内
科
診
療　

5
月
10
日
（
月
）

　

診
療
時
間
：
午
後
２
時
〜
４
時

　

担　
　

当
：
北
斗
病
院
脳
神
経
内
科
部
長

●
形
成
外
科
診
療　

5
月
17
日
（
月
）

　

診
療
時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
循
環
器
内
科
診
療
　

　
　
　
　
　 
　

5
月
14
日
・
28
日
（
金
）

　

診
療
時
間
：
午
前
8
時
30
分
〜
正
午

　

担　
　

当
：
厚
生
病
院
総
合
診
療
科
医
長

●
小
児
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

毎
週
水
曜
日
（
休
診
日
を
除
く
）

　

実
施
時
間
：
午
後
１
時
〜
３
時

　

担　
　

当
：
当
院
の
院
長
等
が
対
応

日
2

9

16

23

30

土
1

8

15

22

29

金

7

14
循環器内科

21

28
循環器内科

木

6
泌尿器科

13
夜間診療
眼科

20

27
夜間診療
眼科

水

5
（こどもの日）

12
小児ワクチン

19
小児ワクチン

26
小児ワクチン

火

4
（みどりの日）

11

18

25

月

3
（憲法記念日）

10
脳神経内科

17
形成外科

24/31

ピロリ菌に感染すると胃
がんのリスクが高まりま
す。20 歳以上の町民は、
初回無料で検査できます。

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

暮
ら
し
に
役
立
つ
豆
知
識

消
費
者
の
責
任

　

消
費
者
は
、国
や
行
政
に
よ
っ

て
保
護
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

自
ら
学
び
行
動
す
る
自
立
し
た

消
費
者
を
目
指
す
こ
と
を
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
８
つ
の
権
利

を
獲
得
す
る
代
わ
り
に
果
た
す

べ
き
５
つ
の
責
任
に
つ
い
て
知

り
ま
し
ょ
う
。

①
商
品
や
価
格
な
ど
の
情
報
に

疑
問
や
関
心
を
持
つ
責
任

②
公
正
な
取
引
が
実
現
さ
れ
る

よ
う
に
主
張
し
行
動
す
る
責

任
③
自
分
の
消
費
行
動
が
社
会（
特

に
弱
者
）
に
与
え
る
影
響
を

自
覚
す
る
責
任

④
自
分
の
消
費
行
動
が
環
境
に

与
え
る
影
響
を
自
覚
す
る
責

任
⑤
消
費
者
と
し
て
団
結
し
連
帯

す
る
責
任

　

買
い
物
を
し
た
り
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
と
き
は
、
よ
く
考
え

て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

様
々
な
商
品
か
ら
自
分
に
一
番

ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
選
ぶ
だ
け

で
な
く
、
社
会
や
環
境
の
こ
と

も
考
え
て
か
し
こ
い
選
択
が
で

き
る
よ
う
に
、
確
か
な
知
識
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
商
工
観
光
課
／
（
平
日
）
月

～
金
８
時
30
分
～
17
時
15
分

■
北
海
道
立
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
／
（
平
日
）
月
～

金
９
時
～
16
時
30
分
／
☎

０
５
０
・
７
５
０
５
・
０
９
９
９

　

掲
載
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
消
費
者
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、

よ
り
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て

く
だ
さ
い
。

町 HP

商
工
観
光
課(

☎
66
・
４
０
３
４
）

５ 月 のカレンダー
■おひざだいすき!!(6 ヶ月児対象)(トリムセンター

13:00)■ 6 ヶ月・12 ヶ月児健診（トリムセンター

13:00） ■ 道 新 鹿 追 エ ッ セ ー 教 室（町民ホール

19:00）

■移動図書館車巡回 ( 瓜幕団地 15:00、瓜幕支所

15:20)

■防災・防火フェスティバル in しかおい（開町

100年記念事業）（消防庁舎前訓練場9:30）■村上

康成公開ワークショップ「巨大ミヤベイワナをえ

がこう」(町民ホール13:00)

■こどもすこやか相談（トリムセンター 10:00）■

議員とカフェでひとこと（平成館11:00）

■誕生会（子育て支援センター 10:00）

■水と魚、魅惑の世界展 知来要＋村上康成（神田

日勝記念美術館10:00 ~7/4)■シルバー体操教室（ト

リムセンター 10:00）

■ヌプカウシ白寿大学（町民ホール10:00）

■蔵書点検による休館（図書館 〜 6/4）■はじめ

ましての日（子育て支援センター 13:00）

■休日一時保育（子育て支援センター 9:00-17:00）

（憲法記念日）■休日一時保育（子育て支援センター 

9:00-17:00）

（みどりの日）■休日一時保育（子育て支援センター 

9:00-17:00）

（こどもの日）■休日一時保育（子育て支援センター 

9:00-17:00）■ママと赤ちゃんのおはなし会（図書

館10:30）

■18 ヶ月児・3歳児健診・４歳児フッ素塗布（ト

リムセンター 13:00）

■移動図書館車巡回 ( 瓜幕団地 15:00、瓜幕支所

15:20)

■アートキッズクラブ (町民ホール10:00)

■ ト ラ ン ポ リ ン の 日（ 子 育 て 支 援 セ ン タ ー

11:00/13:30）

■森のともだち（通明保育所10:00）■やさしいエッ

セー教室開講式（町民ホール19:00）

■シルバー体操教室 (トリムセンター 10:00)

■ヌプカウシ白寿大学開級式（町民ホール10:00）

■赤ちゃんの日（子育て支援センター 10:00）

■第21回しかおい花市（千の公園9:00 〜 16日）

■未就園児園開放（子育て支援センター 9:30）■

ママと赤ちゃんのおはなし会（図書館10:30）

20（木）

21（金）

22（土）

23（日）

24（月）

25（火）

26（水）

27（木）

28（金）

29（土）

30（日）

31（月）

1（土）

2（日）

3（月）

4（火）

5（水）

6（木）

7（金）

8（土）

9（日）

10（月）

11（火）

12（水）

13（木）

14（金）

15（土）

16（日）

17（月）

18（火）

19（水）

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点か
ら、各種イベントの中止や延期、一部公共
施設の制限を行っています。今後も諸般の
事情により行事の日時変更や中止となる場
合がございますので、あらかじめご了承く
ださい。

役場庁舎（☎ 66-2311）
● 戸籍住民窓口時間延長 … 水曜日 19：00 まで（予約制）

トリムセンター （☎ 66-1311）
●  トリムセンターでの健康相談  …  随時（事前にご連絡ください）

子育て支援センター（☎ 66-1165）
● 赤ちゃんの日  …  月１回 10：00 〜 11：30
● はじめましての日  …  月１回 13：30 〜 17：00
● こども園開放日  …  年 10 回 9：30 〜 11：30

うりまく夢創造館（☎ 67-2111）
● 開館日  …  毎週 木 • 金 • 土曜日 9：00 〜 16：00 

国保病院（☎ 66-2031）
●  夜間診療・専門外来のお知らせ  …  20 ページに掲載。
●  救急診療  …  毎日、いつでも対応します。事前にご連絡ください。
● BCG 予防接種  …  第 2 火曜日 15：00 〜 16：00
● MR･4 種混合ワクチンなどの予防接種  …  水曜日 13：00 〜 15：00
　 ※ ワクチンの予約は接種日の１週間以上前にお願いします。

図書館（☎ 69-7170）
● 開館時間延長  …  金曜日 19：00 まで 
● ママと赤ちゃんのおはなし会  …  第 1・3 水曜日 10：30
　 ※ こども園・小中学校への移動図書館車巡回の予定はホーム

ページに掲載しています。
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健幸福祉のページ
保健福祉課（トリムセンター内）

☎ 66・1311 F66・1818

ふ しくけんこう

特
定
健
診

町
国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入

の
40
～
74
歳
の
皆
さ
ま
へ

▽
特
定
健
診
と
は

　
　

特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病

を
予
防
・
早
期
発
見
す
る
た

め
の
健
診
で
す
。
鹿
追
町
に

お
住
ま
い
の
町
国
民
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
40
～

74
歳
の
方
は
、
１
年
に
１
度

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

※
社
会
保
険
加
入
者
は
、
各
保

険
組
合
等
へ
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▽
特
定
健
診
の
検
査
内
容

　
　

特
定
健
診
で
は
、
生
活
習
慣

病
を
予
防
・
早
期
発
見
す
る

た
め
に
、
次
の
様
々
な
検
査

を
行
い
ま
す
。

①
身
体
計
測　

②
血
圧
測
定 　

③
血
液
検
査
（
脂
質
、
血
糖
、

肝
機
能
）　

④
尿
検
査
（
た
ん

白
・
糖
）　

⑤
診
察

　

※
必
要
に
応
じ
て

　

⑥
心
電
図　

⑦
眼
底　

⑧
貧
血

▽
通
院
中
で
も
受
診
が
必
要

　

医
療
機
関
に
通
院
し
て
い

る
方
も
、
特
定
健
診
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

通
院
時
に
、
普
段
検
査
を

し
て
い
な
い
生
活
習
慣
病
に

関
す
る
検
査
も
受
け
ら
れ
る

た
め
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
・

早
期
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

町
内
の
医
療
機
関
に
通
院

さ
れ
て
い
る
方
は
、
通
院
時

の
検
査
結
果
を
医
療
機
関
を

通
し
て
町
へ
提
出
す
る
こ
と

で
、
特
定
健
診
を
受
診
し
た

こ
と
と
み
な
す
制
度
が
あ
り

ま
す
。
通
院
時
に
医
師
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

町
外
の
医
療
機
関
に
通
院

し
て
い
る
方
は
、
通
院
時
の

結
果
を
町
へ
提
出
す
る
こ
と

で
、
特
定
健
診
を
受
診
し
た

こ
と
と
み
な
せ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
特
定
健
診
を
受
け
る
に
は
：
次
の
方
法
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

その他

ＰＥＴがん検診、
脳 ド ッ ク 検 診、
農協で行われる
健診などでも受
けられます。
　詳しくは問い
合わせまでご連
絡ください。

トリムセンター

トリムセンター

６月 15 日（火）
６月 16 日（水）
１月 12 日（水）
１月 13 日（木）
※時間指定あり

保健福祉課健康推進係
☎ 66・1311

町内の医療機関

鹿追町国民健康保険病院　 
☎ 66・2031

みやざわ循環器・内科
クリニック  ☎ 66・1213

通年実施（要予約）

上記実施場所に同じ

受診先

実施場所

実施時期

予 約 先

Kenkou  特定健診・女性がん検診 のご案内
健
康
推
進
係

▽
５
月
下
旬
に
受
診
券
を
郵
送
し

ま
す

　
　

町
国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入

の
40
～
74
歳
の
方
へ
、
特
定

健
診
の
受
診
券
を
郵
送
い
た

し
ま
す
。

　
　

特
定
健
診
を
受
け
る
際
に
必

ず
必
要
で
す
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
い
た
だ
き
、
受
診

す
る
際
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

女
性
が
ん
検
診

６
月
よ
り
個
別
検
診
が
受

け
ら
れ
ま
す

▽
女
性
が
ん
検
診
と
は

　

女
性
の
方
が
受
け
ら
れ
る
乳
が

ん
・
子
宮
が
ん
検
診
の
こ
と
で
す
。

　

鹿
追
町
で
は
、
乳
が
ん
検
診
は

対
象
を
拡
大
し
て
35
歳
以
上
（
国

40
歳
以
上
）、
子
宮
が
ん
検
診
は

国
の
基
準
同
様
20
歳
以
上
の
方
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
乳
・
子
宮
が
ん
検
診
と

も
に
、
２
年
に
１
度
の
間
隔
で
受

け
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。

▽
女
性
が
ん
検
診
を

　
　
　
　
　
　

受
け
る
に
は

【
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー
で
受
け
る
】

〇
実
施
場
所
／
ト
リ
ム
セ
ン

タ
ー

〇
実
施
時
期
／
12
月
８
日
（
水
）

　

※
指
定
の
時
間
が
あ
り
ま
す
。

〇
予
約
先
／
保
健
福
祉
課 

健
康

推
進
係

　

詳
し
く
は
広
報
11
月
号
で
ご

案
内
し
ま
す
。

【
町
外
医
療
機
関
で
受
け
る
】

　

複
数
の
町
外
医
療
機
関
で
受

け
ら
れ
ま
す
。（
通
年
実
施
、
要

予
約
）

　

詳
し
く
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
健
康
推
進

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
は
、
し
か
お
い

健
康
ガ
イ
ド
（
大
人
編
）
を
確
認

で
き
、
鹿
追
町
で
実
施
す
る
健
診

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

しかおい
健康ガイド

Kokuho

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

 　
　

保
険
料
軽
減
の
見
直
し

　

保
険
料
均
等
割
の
軽
減
割
合
が
、

次
の
と
お
り
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
険
料
額
は
、
被
保
険
者
全
員
が
等
し
く

負
担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
、
前
年
の
所
得

に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
の
合
計

で
計
算
し
ま
す
。

令和３年度の後期高齢者医療保険料額は、７月に個別にお知らせします。

国保医療係

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合
33 万円（かつ、被保険者全員が所得０円
※年金収入のみの場合、受給額 80 万円以下 7 割軽減

33 万円 7.75 割軽減
33 万円＋ (28 万５千円×世帯の被保険者数 ) ５割軽減
33 万円＋ (52 万円×世帯の被保険者数 ) ２割軽減

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合
43 万円＋ 10 万円× ( 給与所得者等の数ー１) 7 割軽減
43 万円＋ (28 万５千円×世帯の被保険者数 )

＋ 10 万円× ( 給与所得者等の数ー１) ５割軽減

43 万円＋ (52 万円×世帯の被保険者数 )
＋ 10 万円× ( 給与所得者等の数ー１) ２割軽減

令和２年度

令和３年度から

　

給
与
所
得
者
等
と
は
、
以
下
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
と
な
り
ま
す
。

・
給
与
等
の
収
入
金
額
が
55
万
円
を
超
え
る
方

・
公
的
年
金
の
収
入
金
額
が
、
65
歳
未
満
の
方

で
60
万
円
、
65
歳
以
上
の
方
で
１
２
５
万
円

を
超
え
る
方

　
　

令
和
３
年
度
の
保
険
料
の
計
算
方
法

・
年
度
の
途
中
で
加
入
し

た
と
き
は
、
加
入
し
た

月
か
ら
の
月
割
で
計
算

し
ま
す
。

・
所
得
と
は
、
前
年
の
「
収

入
」か
ら
必
要
経
費(

公

的
年
金
等
控
除
や
給
与

所
得
控
除
額
な
ど)

を

引
い
た
も
の
で
す
。

・
前
年
の
所
得
金
額
に
よ

り
、
43
万
円
の
控
除
額

が
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

町 HP

１年間の保険料
限度額 64 万円 (100 円未満切り捨て )

均等割
【１人あたりの額】

５２, ０４８円

所得割
【本人の所得に応じた額】

令和２年中の所得ー最大 43 万円 )
× 10.98％



2525 広報しかおい2021.5 2424広報しかおい2021.5

　

 　第 十一 回
  開校記念碑

　上幌内小学校

明治29年版　上幌内周辺図

資料提供　髙橋　行夫 さん

上
幌
内
開
発
の
始
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
町
の
地
籍
調
査
は
概
ね
明
治
29
年
か

ら
開
始
さ
れ
た
「
十
勝
内
陸
調
査
」
で
実

施
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
な

か
に
「
ホ
ロ
ナ
イ
」
と
河
川
名
「
ラ
ウ
ネ

ナ
イ
」（
現
第
一
西
上
幌
内
川
）
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
測
量
起
点
の
資
料
が
な

く
こ
の
地
域
名
は
「
然
別
」
で
大
区
画
の

ま
ま
で
し
た
。　

明
治
44
年
に
な
り
遠
野
熊
次
郎
氏
が
上

幌
内
１
０
２
１
町
歩
余
、
大
正
２
年
新
田

長
次
郎
氏
が
上
幌
内
に
１
４
５
町
歩
、
西

上
幌
内
に
１
１
４
５
町
歩
余
、
さ
ら
に
近

藤
頼
太
郎
氏
が
３
２
８
町
歩
の
払
い
下
げ

を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
地
の
入
植
記
録
は
、
鹿
追
村
郷
土

史
（
昭
和
12
年
）
に
よ
れ
ば
、「
大
正
初

年
の
上
幌
内
に
は
、
辻
亀
太
郎
、
郡
谷
留

八
等
入
地
し
て
、
僅
か
に
土
地
開
拓
に
着

手
し
か
か
り
し
の
み
に
て
、
道
路
な
く
大

柏
の
原
野
を
乗
馬
に
て
通
う
の
み
」（
一

部
抜
粋
）
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
大
正
6
年
発
行
の
「
殖
民
公
報
」

に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

十
勝
国
上
幌
内
区
画
地　

面
積
１
９
４

町
３
反
５
畝
20
歩　

小
画
36

地
理　

河
東
郡
音
更
村
大
字
東
士
狩
村

に
属
し
然
別
川
の
西
に
位
置
す
る
高
丘
地

に
し
て
地
勢
緩
波
状
を
呈
し
中
央
に
一
条

の
細
流
あ
り
、
小
渓
谷
を
形
成
し
概
し
て

緩
傾
斜
な
り
。

ク
テ
ク
ウ
シ
駅
逓
を
距
る
約
２
里
半

に
し
て
南
部
よ
り
新
得
に
達
す
る
経
路
あ

り
。（
一
部
抜
粋
）

上
幌
内
の
地
名
に
つ
い
て

　
北
海
道
地
名
大
辞
典
に
よ
れ
ば
、「
然

別
川
支
流
ポ
ロ
ナ
イ
の
上
流
域
に
位
置
す

る
こ
と
に
よ
る
。
地
名
は
ア
イ
ヌ
語
（
大

切
な
川
の
意
）
に
由
来
。
ポ
ロ
ナ
イ
は
、

江
戸
期
か
ら
見
え
る
地
名
。」
と
あ
り
ま

す
。（
注 

道
内
に
幌
内
は
10
か
所
以
上
あ

る
が
上
幌
内
は
本
町
の
み
）

住
宅
と
生
活

上
幌
内
郷
土
史
「
台
地
」
の
第
３
節
及

び
座
談
会
の
記
録
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
適
当
な
場
所
を
見
つ
け
住
ま
い
を
作

る
。
開
拓
小
屋
と
称
す
る
小
さ
な
も
の
で
、

雨
露
を
凌
ぐ
程
度
。
２
本
の
立
木
に
横
木

開町１００年記念特集

を
し
ば
り
、
そ
れ
を
中
心
に
茅
の
屋
根
と

壁
を
張
っ
た
だ
け
。
床
は
茅
を
敷
き
、
真

ん
中
に
炉
を
作
り
、
薪
を
燃
や
し
て
暖
を

と
っ
た
。
便
所
は
臭
い
の
で
母
屋
と
離
れ

て
い
た
。
草
小
屋
で
入
口
に
は
筵
を
下
げ
、

穴
を
掘
っ
て
、
滑
り
止
め
に
丸
太
に
縄
を

巻
き
つ
け
た
の
を
２
本
並
べ
た
も
の
。
紙

が
な
い
の
で
夏
は
フ
キ
の
葉
を
半
乾
き
に

し
、
冬
は
ト
ウ
キ
ビ
の
皮
で
お
尻
を
拭
い

た
。」（
一
部
抜
粋
）
と
体
験
談
を
語
っ
て

い
ま
す
が
、
現
在
の
生
活
か
ら
は
想
像
も

及
ば
な
い
状
況
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
無
限
の
未
来
が
あ

る
子
供
た
ち
の
た
め
、
教
育
環
境
の
整
備

に
集
落
民
全
員
一
致
協
力
し
、
心
血
を
注

い
だ
の
で
す
。　

上
幌
内
小
学
校
の
始
ま
り

大
正
時
代
に
入
る
と
上
幌
内
に
移
住
開

拓
者
が
急
増
し
、
更
に
岩
手
県
人
小
原
久

八
氏
が
組
織
し
た
団
体
32
戸
が
入
植
。
同

時
に
学
令
期
の
子
供
た
ち
の
教
育
が
課
題

と
な
り
ま
し
た
。

学
校
設
立
委
員
が
選
出
さ
れ
音
更
村
役

場
に
出
願
、
教
授
場
開
設
の
認
可
運
動
を

展
開
。
上
幌
内
特
別
教
授
場
の
認
可
を
受

け
る
と
、
高
橋
鶴
松
氏
を
建
設
委
員
長
に

辻
亀
太
郎
副
委
員
長
、
八
重
樫
庄
七
氏
、

高
橋
長
之
助
氏
、
菊
地
由
松
氏
、
高
橋
清

作
氏
、
伊
藤
長
八
氏
、
永
野
亀
松
氏
が
委

員
に
選
ば
れ
、
建
築
費
全
額
と
労
力
は
地

域
負
担
で
着
工
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
工
事
半
ば
の
大
正
５
年
7

月
18
日
に
前
田
米
蔵
教
師
が
赴
任
し
た
た

め
、
急
き
ょ
床
板
を
敷
い
て
７
月
28
日
か

ら
45
人
の
児
童
を
迎
え
て
授
業
を
開
始
。

音
更
村
鹿
追
第
９
教
育
所
付
属
上
幌
内
特

別
教
授
所
の
校
舎
竣
工
式
を
挙
げ
た
の
は

11
月
９
日
で
し
た
。

学
校
の
あ
ら
ま
し

大
正
８
年　

上
幌
内
尋
常
小
学
校
と
名
称
変

更
（
購
買
部
を
設
置
し
て
学
用

品
販
売
）

大
正
10
年　

西
上
幌
内
特
別
教
授
場
開
設

（
通
称
新
田
分
校
）

大
正
14
年　

教
育
勅
語
下
付　

拝
戴
式
挙
行

昭
和
３
年　

御
真
影
奉
安
所
落
成

昭
和
９
年　

西
上
幌
内
特
別
教
授
場（
分
校
）

上
幌
内
尋
常
小
学
校
に
統
合　

昭
和
18
年　

高
等
科
併
置
認
可

昭
和
22
年　

上
幌
内
小
学
校
と
改
称
・
新
制

中
学
校
併
置
（
昭
和
45
年
中
学

校
閉
校
）

昭
和
27
年　

上
幌
内
小
学
校
西
上
幌
内
分
校

開
設
（
昭
和
42
年
閉
校
）

昭
和
41
年　

開
校
50
周
年
記
念
式
典
挙
行
・

記
念
誌
「
開
校
50
年
」
発
行

平
成
元
年　

上
幌
内
郷
土
史
「
台
地
」
発
行

地
域
の
誕
生
か
ら
豊
穣
の
大
地
へ

の
幾
多
の
変
遷
と
学
び
舎
の
今
昔

を
記
録
。
後
世
に
残
る
記
念
誌
を

編
集
さ
れ
ま
し
た
。

開
校
記
念
碑

「
大
地
の
子
」
建
立

平
成
８
年　

上
幌
内
小
学
校
開

校
80
年
記
念
誌
「
大
地
の
子
」
発

行
及
び
記
念
碑
建
立
。
碑
面
に
第

20
代
校
長
渋
谷
善
夫
が
揮
亳
。
碑

文
に
は
未
来
を
拓
く
少
年
少
女
へ

の
愛
情
と
成
長
を
願
う
心
情
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

校
下
住
民
の
熱
意
と
協
力
で
築

上幌内郵便局局舎カラサオによる脱穀 地域開発に貢献した
（河西鉄道）

開墾成功検査合格記念
（谷　家）奉安殿落成記念

昭和３年
上幌内小学校 西上幌内分校

昭和 27 年

（新）上幌内小学校舎
昭和 57 年（撮影）

（旧）上幌内小学校舎
昭和 53 年（撮影）

か
れ
た
上
幌
内
小
学
校
の
校
歴
と
記
念
碑

は
、
情
操
豊
か
に
成
長
し
て
、
学
窓
を
巣

立
つ
子
供
た
ち
の
未
来
を
見
つ
め
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

平
成
28
年
５
月　

開
校
百
年
記
念
誌
発

行
。
百
年
の
歩
み
が
詳
細
に
記
さ
れ
、
こ

れ
か
ら
の
百
年
に
向
か
っ
て
貴
重
な
財
産

を
残
し
て
い
ま
す
。



2727 広報しかおい2021.5 2626広報しかおい2021.5

ミライ

企画課企画係
☎ 66•4032

　

鹿
追
町
が
取
り
組
む
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
次
の
２
つ
の

目
標
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
番
号
③

「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と

福
祉
を
」

　

こ
の
テ
ー
マ
に
は
「
あ
ら
ゆ
る

年
齢
の
す
べ
て
の
人
々
の
健
康
的

な
生
活
を
確
保
し
、
福
祉
を
促
進

す
る
」
と
い
う
目
標
が
あ
り
ま
す
。

　

鹿
追
町
で
は
、
各
種
健(

検) 

診
の
受
診
率
の
向
上
の
た
め
、
独

自
で
費
用
助
成
を
行
っ
た
り
、
受

診
後
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
効
果
的

な
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
町
民
ひ
と
り
１

ス
ポ
ー
ツ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ス

ポ
ー
ツ
を
推
進
し
、
い
ろ
ん
な
角

度
か
ら
「
健
康
づ
く
り
」
を
進
め

て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
番
号
④

「
質
の
高
い
教
育
を
み
ん

な
に
」

　

こ
の
テ
ー
マ
に
は
「
す
べ
て
の

人
々
へ
の
包
摂
的
か
つ
校
正
な
質

の
高
い
教
育
を
提
供
し
、
生
涯
学

習
の
機
会
を
促
進
す
る
」
と
い
う

目
標
が
あ
り
ま
す
。

　

鹿
追
町
で
は
、「
幼
小
中
高
一

貫
教
育
」
を
採
用
し
、
カ
ナ
ダ
ス

ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
町
と
の
姉
妹
提

携
を
生
か
し
た
英
語
教
育
の
推
進

や
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

の
配
布
な
ど
、
先
進
的
な
学
校
教

育
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社

会
教
育
に
お
い
て
は
「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、な
ん
で
も
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
町
民
が
学
び
に
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
ま
す
。

今回のテーマ

　
次
回
は
、

　
　 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う 

　
　  

安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に 

　
　

  

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

鹿追のSDGs

 　
と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク
と
南
極

　
元
南
極
観
測
隊
員
の
経
歴
を
持
つ
ジ
オ

パ
ー
ク
の
金
森
専
門
員
が
、
各
所
で
南
極

ト
ー
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク
と
南
極
の
共
通

点
を
三
点
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
大
地
の
成
り
立
ち
を
扱
う
点

で
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
風
穴
地
帯
や

流
れ
山
地
形
な
ど
の
見
ど
こ
ろ
を
手
掛
か

り
に
、
大
地
の
成
り
立
ち
を
考
え
、
鹿
追

へ
の
思
い
を
巡
ら
せ
ま
す
。
南
極
観
測
で

も
、
氷
河
や
地
形
、
地
質
等
を
調
べ
、
過

去
の
地
球
変
動
を
探
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
保
全
を
重
視
す
る
姿
勢
で

す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
は
、
自
然
遺
産
を

守
り
な
が
ら
活
用
す
る
こ
と
が
前
提
で

す
。
例
え
ば
ジ
オ
ツ
ア
ー
は
自
然
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
留
め
な
が
ら
行
い
ま
す
。

南
極
観
測
で
も
自
然
に
影
響
を
与
え
な
い

こ
と
が
前
提
で
す
。
例
え
ば
、
初
期
の
南

極
観
測
で
は
犬
ぞ
り
が
使
わ
れ
ま
し
た

が
、
現
在
は
犬
を
連
れ
て
い
け
ま
せ
ん
。

元
々
い
な
い
動
物
は
生
態
系
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

三
つ
目
は
気
候
変
動
の
影
響
を
受
け
る

点
で
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ
に
永

久
凍
土
が
分
布
す
る
風
穴
地
帯
や
、
結
氷

し
た
湖
で
開
催
さ
れ
る
、
し
か
り
べ
つ
湖

コ
タ
ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
寒
さ

な
ら
で
は
の
サ
イ
ト
は
こ
の
ま
ま
地
球
温

暖
化
が
進
め
ば
失
わ
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ

う
。
巨
大
な
南
極
氷
床
も
、
温
暖
化
で
の

流
失
加
速
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
極
ト
ー
ク
で
は
そ
ん
な
話
題
を
交
え

な
が
ら
、
絶
景
や
日
々
の
食
事
の
話
ま
で

ご
興
味
に
応
じ
て
お
話
し
ま
す
。
今
後
も

企
画
し
ま
す
の
で
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
：
と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
事
務
局
（
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課
）

☎
67
・
２
０
８
９

ジオパークビジターセンターで
の南極トーク（３月 28 日）

今月のオススメ

　スマホは便利ですが、次々
に入る通知は集中の妨げにな
ることも。「常にSNS等でつ
ながっていると軽い緊張が
24時間続いて、心を消耗さ
せてしまう。1日1時間はネッ
トから離れてじっくり本を読んだり、深く考
えたりする時間をとろう」と、著者の齋藤さん。
文意を読み取る力、人の感情や立場への理解
力が高まります。今こそ、読書を!

「ネット断ち」
齋藤孝/著

図書館NEWS

とじこめられた！あたまがよくなるえほん
／のぶみ

おにぎり！　　　　　　　　　   ／石津ちひろ

【小学生向け】
どっちがどっち！？にたものずかん／今泉忠明

【中高生向け】
地方を生きる　　　　　　　　　   ／小松理虔
図書室の奥は秘密の相談室　   　／櫻井とりお

考えない家事「ルーティン化」で心も体も自由
になる！　　　　　　　　　／ぴょこぴょこぴ
この気持ちもいつか忘れる　　 　／住野よる

江戸人遣い達人伝　　　　　　 　／童門冬二

３月の新着２３６冊の中からおススメを紹介！

乳
幼
児
向
け

学
生
向
け

新着リスト Twitter YouTubeFacebook

TEL•FAX 69•7170

～祝日も図書館は開いてます♪～
ゴールデンウィークの開館状況は

４月26日（月）と５月10日（月）は休館。
４月27日（火）から５月９日（日）は休まず
開館しています。

一
般
向
け

　うきうきする春にぴったりな絵本

　江戸から学ぶ！経営のカリスマ伝

プ
ー
ル
の
利
用
案
内

プ
ー
ル
の
利
用
案
内

町民以外
100円

210円

320円
530円

1,050円

1,570円

町　　　民
無料
無料

（鹿追高校通学生含む）
210円

無料
無料

（鹿追高校通学生含む）
1,050円
1,570円

15,720円

中学生以下
高校生

大人
中学生以下
高校生

大人
大人
大人

区　分

1日券

回数券
（６枚券）

１カ月券
通年券

○○
使
用
申
請

使
用
申
請
／
団
体
で
使
用
す
る
場

／
団
体
で
使
用
す
る
場

合
は
、
そ
の
使
用
す
る
３
ヶ
月
前

合
は
、
そ
の
使
用
す
る
３
ヶ
月
前

か
ら
前
日
ま
で
に
、
健
康
温
水

か
ら
前
日
ま
で
に
、
健
康
温
水

プ
ー
ル
「
し
か
お
い
」
使
用
許
可

プ
ー
ル
「
し
か
お
い
」
使
用
許
可

申
請
書
を
プ
ー
ル
受
付
に
提
出
し

申
請
書
を
プ
ー
ル
受
付
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

て
く
だ
さ
い
。

○○
団
体
使
用

団
体
使
用
／／
お
お
む
ね

お
お
む
ね
1010
人
以
上

人
以
上

に
限
り
ま
す
。

に
限
り
ま
す
。

○○  

専
用
使
用
料
金

専
用
使
用
料
金
／／
１
コ
ー
ス

１
コ
ー
ス
（（
2525

ｍ
）
ｍ
）
１
時
間
に
つ
き
２
１
０
円

１
時
間
に
つ
き
２
１
０
円

利
用
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

利
用
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

①
プ
ー
ル
へ
入
水
さ
れ
る
方
は
、
化

①
プ
ー
ル
へ
入
水
さ
れ
る
方
は
、
化

粧
や
整
髪
剤
を
よ
く
落
と
し
て
く

粧
や
整
髪
剤
を
よ
く
落
と
し
て
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

②
腕
時
計
、
ピ
ア
ス
、
ネ
ッ
ク
レ
ス

②
腕
時
計
、
ピ
ア
ス
、
ネ
ッ
ク
レ
ス

等
の
貴
金
属
類
は
プ
ー
ル
室
内
に

等
の
貴
金
属
類
は
プ
ー
ル
室
内
に

は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。
必
ず
外
し

は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。
必
ず
外
し

て
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

て
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

③
刺
青
、
タ
ト
ゥ
ー
の
入
っ
て
い
る

③
刺
青
、
タ
ト
ゥ
ー
の
入
っ
て
い
る

お
客
様
の
ご
利
用
を
固
く
お
断
り

お
客
様
の
ご
利
用
を
固
く
お
断
り

し
て
お
り
ま
す
。
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

し
て
お
り
ま
す
。
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
隠
れ
る
範
囲
で
あ
れ
ば
、
サ
ポ
ー

で
隠
れ
る
範
囲
で
あ
れ
ば
、
サ
ポ
ー

タ
ー
を
お
貸
し
致
し
ま
す
の
で
、

タ
ー
を
お
貸
し
致
し
ま
す
の
で
、

受
付
に
て
お
申
し
出
下
さ
い
。

受
付
に
て
お
申
し
出
下
さ
い
。

④
プ
ー
ル
パ
ン
ツ
、
お
む
つ
を
着
用

④
プ
ー
ル
パ
ン
ツ
、
お
む
つ
を
着
用

し
て
の
入
水
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
て
の
入
水
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
幼
児
を
お
連
れ
の
お
客
様
は
、
お

⑤
幼
児
を
お
連
れ
の
お
客
様
は
、
お

子
さ
ん
と
離
れ
ず
に
遊
泳
し
て
下

子
さ
ん
と
離
れ
ず
に
遊
泳
し
て
下

さ
い
。

さ
い
。

㊟㊟
ジ
ャ
グ
ジ
ー
は
感
染
症
予
防
の
た

ジ
ャ
グ
ジ
ー
は
感
染
症
予
防
の
た

め
、
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん

め
、
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。。

プールご利用案内プールご利用案内
開館/午前10時～午後８時開館/午前10時～午後８時

休館日/毎週月曜日休館日/毎週月曜日
　　　   祝日の翌日　　　   祝日の翌日
       　　 （土•日除く）       　　 （土•日除く）

～町民ひとり１スポーツ～～町民ひとり１スポーツ～
健康温水プール「しかおい」健康温水プール「しかおい」
　　　　　　　　☎66・1605　　　　　　　　☎66・1605

プールプール
NEWSNEWS
プールプール
NEWSNEWS
プール
NEWS
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先
日
、
長
年
付
き
合
っ
て
く
れ
た
、
ボ
ン
ボ
ン
柱
時
計
が
故
障
し
た
。

ゼ
ン
マ
イ
を
巻
い
て
い
た
ら
、
ガ
シ
ャ
ッ
と
不
穏
な
音
が
し
た
。
も
う
少

し
で
巻
き
終
え
る
と
こ
ろ
の
ゼ
ン
マ
イ
の
所
が
外
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
時
計
は
私
の
人
生
と
同
じ
く
、
雨
の
日
も
風
の
日
も
六
十
五
年
を

共
に
過
ご
し
た
同
士
で
あ
る
。

　
結
婚
当
初
は
、
毎
朝
牛
乳
集
荷
作
業
の
起
床
時
報
も
打
っ
て
く
れ
た
。

何
か
に
つ
け
て
思
い
出
の
多
か
っ
た
、
我
が
家
最
古
参
の
と
も
だ
ち
で
あ

る
。

　
大
切
な
時
間
を
確
実
に
知
ら
せ
て
く
れ
た
。

　
愛
す
べ
き
柱
時
計
。

　
こ
の
時
計
と
一
緒
に
勤
務
地
を
移
動
し
て
き
た
。

　
二
人
の
子
供
た
ち
の
小
学
校
、
中
学
校
も
無
事
卒
業
さ
せ
て
き
た
。

　
仲
間
に
こ
の
話
を
す
る
と
、
い
ま
時
そ
ん
な
に
古
い
柱
時
計
を
使
っ
て

い
る
の
は
珍
し
い
と
。

　
一
種
の
軽
蔑
と
も
受
け
取
れ
る
話
が
返
っ
て
き
た
こ
と
が
何
度
か
あ
っ

た
。

　
私
の
人
生
も
、
先
の
見
え
る
こ
の
頃
、
品
物
ひ
と
つ
で
は
あ
る
が
、
良

い
伴
侶
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
時
計
を
結
婚
記
念
に
贈
っ
て
下
さ
っ
た
職
場
の
皆
さ
ん
も
す
で
に

こ
の
世
に
な
く
、
人
生
の
儚
さ
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
肌
で
感
じ
る
歳
と
な
っ
た
。

　
昔
か
ら
価
格
の
小
額
な
も
の
は
消
耗
品
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
傾
向
が

あ
る
。
し
か
し
長
年
手
も
と
に
あ
っ
て
、
何
か
と
利
用
し
て
き
た
品
物
に

は
、
ペ
ッ
ト
に
対
す
る
よ
う
に
愛
情
が
生
ま
れ
る
。

　
愛
お
し
さ
が
生
ま
れ
る
の
も
、
人
間
の
人
間
た
る
所
以
に
他
な
ら
な
い
。

　
今
は
、
既
に
本
来
使
徒
の
半
分
に
も
満
た
な
い
が
、
カ
ッ
チ
ン
カ
ッ
チ

ン
と
動
き
続
け
る
故
障
時
計
を
破
棄
す
る
こ
と
も
躊
躇
わ
れ
、
い
ま
だ
に

柱
に
定
住
し
て
い
る
が
、
い
つ
ま
で
あ
る
こ
と
や
ら
。

消
耗
品
で
は
可
哀
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
野
　
薫

愛
犬
の
墓
前
に
佇
み
涙
す
る

　
　
　
　
　
　
少
女
に
つ
ら
れ
吾
も
涙
す
　
　
　
　
　
　
　
白
石
　
知
徳

フ
ォ
ー
を
茹
で
パ
ク
チ
ー
を
刻
み
盛
り
つ
け
る

　
　
　
　
　
　
ベ
ト
ナ
ム
男
子
よ
昼
ご
飯
だ
よ
　
　
　
　
　
髙
橋
真
奈
美

コ
ロ
ナ
禍
に
都
会
へ
の
辞
令
受
け
取
っ
た

　
　
　
　
　
　
息
子
を
気
遣
う
母
こ
こ
に
い
て
　
　
　
　   

尾
上
ひ
と
み

白
い
鳥
V
字
に
な
り
て
飛
ん
で
行
く

　
　
　
　
　
　
北
へ
北
へ
と
卯
月
の
空
を
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
利
子

短
歌
会
詠
草

近
づ
き
し
春
の
足
音
駆
け
足
で
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　  

青
木
　
夏
美

耐
へ
忍
ぶ
枝
の
重
さ
や
春
の
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
上
　
加
代

春
日
差
し
犬
選
り
好
み
し
て
吠
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
サ
ツ
キ

四
季
の
会

な
ご
り
雪
踊
る
舞
台
の
十
八
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埴
渕
　
洋
子

雪
消
え
て
ゆ
る
む
足
元
靴
の
泥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
　
誠

得
意
に
一
番
乗
り
の
ク
ロ
ッ
カ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
中
よ
う
子

花
苺
「
池
江
璃
花
子
」
の
決
勝
戦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
朝
子

鹿
笛
吟
社

新
築
の
ク
レ
ー
ン
が
延
び
る
寒
の
空
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
上
　
加
代

春
隣
り
カ
ラ
ー
マ
ス
ク
で
お
振
り
袖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埴
渕
　
洋
子

コ
ロ
ナ
禍
に
め
げ
ず
コ
タ
ン
の
村
ひ
ら
く
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
和
夫

白
寿
大
学
俳
句

一
人
居
に
春
の
ど
か
雪
襲
ひ
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
さ
ち

長
靴
の
丈
を
越
え
た
る
春
の
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
ま
さ
し

低
気
圧
停
滞
に
し
て
蝦
夷
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
間
　
梨
花

夏
木
句
会

町民文芸　

町民課　戸籍年金窓口係

戸籍の　 　 　口窓

ごめいふくを
　　お祈りします

田中　　博さん　　87歳

山﨑　武子さん　　81歳

渡辺　康子さん　　69歳

亡
死

３月受付分

こんにちは
　　よろしく

外城　壮
た け る

琉くん　  征教さん・未来さん

野村　奏
か な と

心くん　  　悠さん・里菜さん

畑中　優
うる

瑠ちゃん 　 弾さん・沙季さん

濱田　　律
りつ

くん　  祐輔さん・まやさん

富田　詩
こ と ね

音ちゃん  麻美さん

生
出

結 いついつまでも
　　おしあわせに婚

清水　将之さん ＝ 瘧師　未央さん

白石　隆任さん ＝ 武内　眞也さん

人 の う ご き
 3月末現在（外国人を含む）

（対前月比）

世 帯  2473戸 （+ 19）
人 口  5215人 （−   1）
　 男  2553人 （−   1）
  女  2662人 （±   0）

今
月
の
表
紙

今
月
号
の
表
紙
は
交
通
安
全
街
頭
指
導

で
の
１
枚
。
小
学
校
へ
の
登
校
中
、
上
級

生
が
新
１
年
生
を
囲
み
し
っ
か
り
と
手
を

挙
げ
な
が
ら
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
ま
し

た
。ど

き
ど
き
わ
く
わ
く
の
小
学
校
。
優

し
い
お
兄
さ
ん
た
ち
と
一
緒
な
ら
安
心
だ

ね
。
元
気
に
学
校
へ
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
！

善
意

　
　
　
　

  

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
敬
称
略
）

■
金
銭
預
託
な
ど

▽
町
へ

・  

鷲
山
佳
子                             

＝
50
万
円

　

４
月
７
日
に
、鷲
山
佳
子
さ
ん
か
ら
「
福

祉
の
た
め
に
」と
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

・ 

十
勝
地
区
郵
便
局
長
会
十
勝
西
部
会

  （ 

五
十
嵐
卓
部
会
長
） 　
　
　

 

＝
５
万
円

・  

田
中
恒
雄                             

＝
３
万
円

▽
福
祉
団
体
な
ど
へ

・  

鹿
追
囲
碁
ク
ラ
ブ
（
西
科
隆
会
長
）

＝
１
万
２
５
５
０
円

・  

佐
々
木
博                     

＝
２
０
０
０
円

■
物
品
な
ど

▽
福
祉
団
体
な
ど
へ

・  

笹
川
寿
会
（
山
岸
明
会
長
）

                                         

＝
リ
ン
グ
プ
ル

ランドセルカバーのご寄付
4月7日　鹿追ライオンズクラブ

愛の鈴寄贈
3月26日　商工会女性部
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55
月
号

令
和
３
年
4
月
25
日
（
毎
月
１
回
25
日
発
行
）

●
発
行
／
鹿
追
町
役
場  

●
編
集
／
企
画
課
広
報
広
聴
係

N
u

m
b

er.8
0

2
 2

0
2
1

TOWN  OF  SHIKAOI 鹿 追 町 役 場

〒081-0292
北海道河東郡鹿追町東町1丁目15番地1
　☎ 0156（66）2311　℻ 0156（66）1020

【鹿追町ホームページ】　https://www.town.shikaoi.lg.jp/
【市外局番は「0156」です】

卒業生から在校生へお別れのお手紙
３月24日　上幌内小学校卒業式

お母さんにありがとうのお花を渡したよ
3月22日　こども園しかおい卒園式

舞踊・藤美会が19年の歴史に幕
3月21日　藤美会歌謡舞踊フェスティバル

ドキドキわくわくの入学式です
４月８日　笹川小学校入学式

新１年生元気にがんばります！
４月８日　瓜幕小学校入学式


